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2 0 1 4 年 度  ス ロ ー ガ ン 

 

 

 

 

妥協なき挑戦！ 

～新たなる 1 ページを刻むために～ 

 

 

 

 

 

2 0 1 4 年 度  基 本 方 針 

一、助け合いの心を大切にする 

一、思考を深め本質を追及する 

一、勇気が必要な道を選択する 
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１. 理 事 長 報 告 

淡路 JC の第 52 代理事長という立場をいただき、諸

先輩方並びにメンバー、そして多くの方々にご助力い

ただき、1 年間を全う出来ましたことを心より感謝申

し上げます。ありがとうございました。リーダーとし

て組織の方向性、なすべきこと、ビジョンを指し示し

ていく立場ではありましたが、振り返ってみると、た

だただ勉強をさせて頂いたという印象が強く残ってい

ます。 

本年はスローガンといたしまして「妥協なき挑戦！

～新たなる 1 ページを刻むために～」を掲げさせてい

ただきました。予定者段階から 12月例会～新たなる旅

路へ～まで本当にいろいろな事があり、短いようで長

い、長いようで短い 1年 5か月でありました。 

本年度の重要な活動の一つとして「拡大活動」があげられます。近年の会員の減少傾向

の中で何としてもその現状を打破したいとの想いから拡大戦略会議を設け、議長を池澄泰

彦君にお願いし「個」の力だけに頼らず、拡大活動を戦略的に運営していくシステムの構

築を目指しました。また、本年度は新たな試みとして入会金無料、入会から半期会費無料

を実施し、出来る限り入会を阻害する要因を排除致しました。まさに背水の陣で臨む拡大

活動であったと感じております。拡大活動もまちづくりの一環であるとの想いを持ち拡大

目標を 30名と掲げ一年間戦略的に拡大活動を展開してまいりました。残念ながら目標数に

は達する事ができませんでしたが、ここ数年ではもっとも多い新入会員を獲得できました。 

また本年度の社会開発事業として「日本のふるさと淡路島～はじまりの地からのメッセ

ージ～」を 10 月 26 日にしづかホールにて開催させて頂きました。私たちの愛する淡路島

の唯一無二の絶対価値である「はじまりの地」をテーマに伊弉諾神宮 宮司 本名孝至氏

による基調講演や「古事記」、「日本書記」に書かれている国生み神話を題材にしたアニ

メーションを作成し、フォーラム内で上映したほか島内外を問わず多くの方に見てもらお

うとインターネット動画投稿サイトなどでも発信する事業を展開してまいりました。また

アニメーションと解説編映像も合わせて作成し、DVDにして島内三市、教育関係、観光関係

及び関係各団体などにも足を運び配布させて頂きました。淡路島という地域の持つ特色を

より多くの方々に認識して頂けたものと確信しております。またフォーラム内では、9月 1

日より実施した「未来の淡路島 絵画・作文コンクール」の作品展示及び表彰式も行いま

した。子どもならではの自由な発想で描いた淡路島はどれも魅力的で素晴らしいものであ

りました。 

この 1 年、理事長として多くの事を経験させて頂きました。あらためて想いを深めたこ

と。それは「すべては繋がっている」という事です。JC活動も、仕事も、家庭も、遊びも、

すべて根っこの部分で繋がっています。人生という大きな枠組みの中ですべてが内包され

ているといったイメージです。その同心円状の真ん中に、自分の生き様、いわゆる自分の

哲学があるのだろうと思います。 
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また、組織運営において、きびしい言葉を発することも多々ありましたが、「関心のな

い相手や物事に対し、感情が動くことはない」ということに、あらためてご理解とご容赦

をいただきたいと思います。1年間の活動内容を振り返り、心残りが無いといえば嘘になり

ますが、委員長の皆様方をはじめ、一人ひとりが、自らの持てる力を振り絞っていいただ

事がなによりと感じます。 

その中での反省を今後の JC活動、ひいては今後の人生にお役立ていただけたらと思いま

す。残念ながら青年会議所は誰もが 40 歳で卒業を迎えます。この 2014 年度で経験した事

全てが私にとってかけがえのない財産であります。1年間お世話になった方々に対しあらた

めて深く感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 
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２. 副 理 事 長 報 告 

副理事長 廣井 公壽  平川 智己  三倉 克仁 

 

 

 

 

 

 

 

まず初めに副理事長という大役を頂いたことを、原田理事長はじめ、関係者の皆様に改

めてお礼申し上げます。 

2014年度は 3名の副理事長で、理事長の掲げる「妥協なき挑戦～新たなる 1ページを刻む

～」のスローガンの下、副理事長としてどうするべきかを十分に考え議論し、各委員会に

は方向性がぶれる事無く、緻密な事業になるように指導を行いました。しかしながら、思

惑通りに進んだ事業、そうでなかった事業もあったと思います。我々が今年度、挑戦し得

た経験は淡路 JCの宝として次年度へと引き継がれていくと信じ、今後も伝播してまいりま

す。 

 最後に、1年間関わっていただいたメンバーの皆様にあらためて感謝申し上げ報告とさせ

ていただきます。 
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３. 専 務 理 事 報 告 

専務理事 髙津 知也 

2014 年度一般社団法人淡路青年会議所において組織の根幹を支え

る専務理事の重責を拝命いたしました。不測事態により思わぬ形での

役職ではありましたが、原田理事長はじめ理事会構成者並びにメンバ

ー諸兄の多大なるご協力のもと職務を全うすることができました。感

謝申し上げます。 

専務理事として、法人法上の業務遂行理事として日常の業務を行っ

ていくうちに、不測の事態も想定し、常に先を読むことでコンセンサ

スを図り、広い視野で多角的に判断することの大切さを教えていただ

くと共に、他 LOM、特別会員、他団体と様々な連絡調整を続けていくうちに、青年会議所活

動の意義や目的を再認識することができました。 

本年度、組織の中で活動させていただく中で、至らぬ点もありましたが、様々な経験と

気づきを得ることができました。また、時には厳しく接する事もあったかと思います。こ

れも全て組織が円滑に活動できることを思っての事とご理解頂きたいと思います。 

最後になりますが、ご指導・ご鞭撻をいただいた皆様に、心より感謝申し上げ専務理事

としての報告とさせていただきます。１年間ありがとうございました。 
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４. 諸 会 議 報 告 

一般社団法人淡路青年会議所 第 2回定時総会 

2014年 1月 8日(水)於 夢泉景 

出席者  30 名  書面評決  19 名  委任状  0名 

 

第 1号議案 定款変更の件 

第 2号議案 除名に関する件  

第 3号議案  2013年度事業報告承認に関する件 

第 4号議案  2013年度正味財産増減決算報告承認に関する件 

第 5号議案 2014年度正味財産増減修正予算承認に関する件 

 

 

一般社団法人 淡路青年会議所 第 3回臨時総会 

2014年 8月 6日(水)於 洲本市文化体育館 

出席者  29 名  書面評決   22 名  委任状  0 名 

 

第 1号議案 2015年度 理事予定者承認に関する件 

第 2号議案 2015年度 監事予定者承認に関する件 

 

一般社団法人 淡路青年会議所 第 3回定時総会 

2014年 12月 10日(水) 於 夢海游 淡路島 

出席者  27名  書面評決  24名  委任状  0 名 

 

第 1号議案 2014年度 預かり金処分に関する件 

第 2号議案 2014年度 正味財産増減決算報告承認に関する件 

第 3号議案 2015年度 組織構成及び委員会構成に関する件 

第 4号議案 2015年度 出向者に関する件 

第 5号議案 2015年度 正味財産増減予算に関する件 

第 6号議案 2015年度 事業計画に関する件 

第 7号議案 2015年度 例会・総会日時に関する件 

第 8号議案 2015年度 預かり金に関する件 
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理事会報告 

月 日 内     容 場 所 

1.8（水） 1月理事会 夢海游 淡路島 

 【審議事項】 

(1) 理事長、副理事長及び専務理事選任の件 

(2) 2013年度事業報告の件  

(3) 2013年度正味財産増減決算報告の件  

(4) 新入会員承認の件  

(5) 新入会員配属の件  

(6) 定款変更の件  

(7) 除名の件  

(8) 休会者の件  

(9) 一般社団法人淡路青年会議所運営規定変更の件  

(10) 一般社団法人淡路青年会議所庶務規定変更の件 

(11) 2014年度正味財産増減修正予算承認に関する件   

(12) 2014年度会費徴収の件 

(13) 対内広報紙発行の件 

(14) １月例会～新たなる羅針盤を手に入れる～の件  

(15) 第 2回定時総会提出議案の件  

(16) 第 2回定時総会設営の件  

(17) 新年会の件  

(18) 総合資料作成の件. 

(19) 会員名簿作成の件  

【協議事項】 

(1)  2月例会の件～今こそ拡大の時～の件【2/2】 

(2)  3月例会～新たな自分を切り開く～の件【1/2】 

(3)  兵庫ブロック協議会 LOM役員懇談会の件【1/2】 

 

 

2.5(水) 2月理事会 夢海游 淡路島 

 【審議事項】 

(1) 2月例会～今こそ拡大の刻～の件  

(2) 兵庫ブロック協議会 LOM役員懇談会の件【一部審議】 

 

【協議事項】 

(1) 3月例会～新たなる自分を切り拓く～の件【2/2】 

(2) 4月例会～今、必要な道徳とは～の件【1/2】 

(3)  研修事業～Pride of Awaji Jaycee～の件【1/2】 

(4) 第 20回わんぱく相撲淡路場所の件【1/2】 

 

 

 

3.5(水) 3月理事会 夢海游 淡路島 



- 7 - 

 

月 日 内     容 場 所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【審議事項】 

(1) 準会員承認の件  

(2) 1月例会～新たなる羅針盤を手に入れる～事業報告並びに決算

報告の件  

(3) 第 2回定時総会事業報告並びに決算報告の件  

(4) 新年会事業報告並びに決算報告の件 

(5) 3月例会～新たなる自分を切り拓く～の件  

(6) 兵庫ブロック協議会 LOM役員懇談会の件  

(7) 第 20回わんぱく相撲淡路場所の件 【一部審議】 

 

【協議事項】 

(1)  4月例会～呼び醒ませ!日本の精神!～の件【2/2】 

(2) 研修事業～Pride of Awaji Jaycee～の件【2/2】 

(3)  5月例会～今一度、より一層の関わりを～の件【1/2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢海游 淡路島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2(水) 4月理事会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【審議事項】 

(1) 準会員承認の件  

(2) 新年会事業報告並びに決算報告の件  

(3) 2月例会～今こそ拡大の刻～事業報告並びに決算報告の件 

(4) 会員名簿の作成事業報告並びに決算報告の件  

(5) 総合資料の作成事業報告並びに決算報告の件  

(6) 4月例会～自ら燃える心を持つ～の件 

(7) 研修事業～Pride of Awaji Jaycee～の件  

(8) 第 20回記念大会わんぱく相撲淡路場所の件 

 

【協議事項】 

(1) 5月例会～めざせ!結束力 NO.1～の件【2/2】 

(2) 6月例会～次代の淡路 JCを担うのは俺たちだ！～の件【1/2】 

(3) 第 4回わんぱく相撲兵庫ブロック大会の件【1/1】 

 
 

5.7(金) 5月理事会 夢海游 淡路島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【審議事項】 

(1) 会員拡大会議拠出金依頼の件 

(2) 準会員承認の件 

(3) 3月例会～新たなる自分を切り拓く～事業報告並び決算報告の

件 

(4) LOM役員懇談会事業報告並びに決算報告の件  

(5) 5月例会～団結せよ！組織力は委員会から～の件 

(6) 2014年度わんぱく相撲兵庫ブロック大会の件  

【協議事項】 

(1) 6月例会～未来の淡路を創造しよう！～の件【2/2】 
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月 日 内     容 場 所 

 

 

 

 

5.9（金） 

(2) 7月例会～一票に未来を託して～の件【1/2】 

(3) 淡路島まつりおどり大会～広げよう交流の輪～の件 【1/2】 

(4) くにうみ文化祭～日本人のルーツ淡路島（仮称）の件【1/3】 

 

第 1回臨時理事会 

【審議事項】 

   (1) 5月例会～団結せよ！組織力は委員会から～の件 

 

 

 

 

 

事務局 

 

6.4（水） 6月理事会 夢海游 淡路島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.17（火） 

【審議事項】 

(1) 一般社団法人淡路青年会議所運営規定変更の件 

(2) 準会員承認の件 

(3) 4月例会～自ら燃える心を持つ～事業報告並び決算報告の件 

(4) 研修事業～Pride of Awaji Jaycee～事業報告並び決算報告の件 

(5) 6月例会～“まちづくり”温故知新～の件 

【協議事項】 

(1) 一般社団法人淡路青年会議所役員選任に関する規定変更の件

【1/1】 

(2) 選挙管理委員会設置の件【1/1】 

(3) 7月例会～一票に未来を託して～の件【2/2】 

(4) 8月例会～The淡路 JCクイズ～の件【1/2】 

(5) 淡路 JCバトルシュミレーション～オペレーション友情～の件

【1/2】 

 

 

第 2回臨時理事会 

【審議事項】 

(1) 年間スケジュール変更の件  

【協議事項】 

(1)  淡路 JC親睦会～広げよう交流の輪～の件【2/2】 

7.2（水） 7月理事会 夢海游 淡路島 

 【審議事項】 

(1) 一般社団法人淡路青年会議所 役員選任に関する規定変更の件  

(2) 第 20回記念大会わんぱく相撲淡路場所～事業報告並び決算報

告の件  

(3) 5月例会～団結せよ！組織力は委員会から！～事業報告並び決

算報告の件 

(4) 新入会員承認の件 

(5) 新入会員配属の件  

(6) 準会員承認の件 

(7) 2014年度後期会費徴収の件 

(8) 選挙管理委員会設置の件 

(9) 7月例会～一票に未来を託して～の件 

(10) 淡路島まつりおどり大会～みんなで広げよう交流の輪～の件 

【協議事項】 

(1) 8月例会～次代を担う Jayceeとなれ！～の件【2/2】 
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月 日 内     容 場 所 

(2) 第 3回臨時総会提出議案の件【1/1】 

(3) 第 3回臨時総会設営の件 【1/1】 

(4) 9月例会～万古不易！リーダーとしての条件～の件【1/2】 

(5) Roots of Japan～くにうみこそが淡路島の羅針盤～の件【2/3】 

7.30（水） 8月理事会 夢海游 淡路島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【審議事項】 

(1) 6月例会～“まちづくり”温故知新～事業報告並び決算報告の

件 

(2) 2014年度わんぱく相撲兵庫ブロック大会事業報告並び決算報

告の件 

(3) 2014年度監事退任の件 

(4) 2015年度理事予定者承認に関する件 

(5) 2015年度監事予定者承認に関する件 

(6) 新入会員承認の件 

(7) 新入会員配属の件  

(8) 8月例会～次代を担う Jayceeとなれ！～の件 

(9) 第 3回臨時総会提出議案の件 

(10) 第 3回臨時総会設営の件 

(11) 事務局員夏季休暇の件 

(12) 日本のふるさと淡路島～はじまりの地からのメッセージ～(仮

称)の件【一部審議】 

【協議事項】 

(1) 9月例会～継続と発展の絶対条件～の件【2/2】 

(2) 10月例会～考察！日本の始まり淡路島～の件【1/1】 

 

9.2（火） 9月理事会 夢海游 淡路島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.9(火) 

 

 

 

 

9.22（月） 

【審議事項】 

(1) 7月例会～一票に未来を託して～事業報告並び決算報告の件 

(2) 準会員承認の件 

(3) 9月例会～継続と発展の絶対条件～の件 

(4) 日本のふるさと淡路島～はじまりの地からのメッセージ～(仮

称)の件【一部審議】 

【協議事項】 

(1) 10月例会～時代を超えて、受け継ぐもの～の件【2/2】 

(2) 11月例会～Jayceeの精神の継承～の件【1/2】 

 

 

第 3回臨時理事会 

【審議事項】 

  (1)  日本のふるさと淡路島～はじまりの地からのメッセージ～の

件【一部審議】 

 

第 4回臨時理事会 

【審議事項】 

  (1)  日本のふるさと淡路島～はじまりの地からのメッセージ～の

件【一部審議】 
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月 日 内     容 場 所 

 

10.1（水） 10月理事会 夢海游 淡路島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【審議事項】 

(1) 8月例会～次代を担う Jayceeとなれ！～事業報告並びに決算報

告の件 

(2) 準会員承認の件 

(3) 10月例会～時代を超えて受け継がれるもの～の件 

(4) 日本のふるさと淡路島～はじまりの地からのメッセージ～の件 

【協議事項】 

(1) 11月例会～Jaycee精神の継承～の件【2/2】  

(2) 12月例会～新たなる旅路へ～の件【1/2】 

11.5（水） 11月理事会 夢海游 淡路島 

 【審議事項】 

(1) 9月例会～継続と発展の絶対条件～事業報告並びに決算報告の

件 

(2) 「日本のふるさと淡路島」ＤＶＤ処分方法の件 

(3) 11月例会～Jaycee精神の継承～の件 

【協議事項】 

(1) 12月例会～新たなる旅路へ～の件【2/2】 

(2) 第 3回定時総会提出議案の件【1/1】 

(3) 第 3会定時総会設営の件提出議案の件【1/1】 

 

12.3（水） 12月理事会 夢海游 淡路島 

 【審議事項】 

(1) 淡路島まつりおどり大会～みんなで広げよう交流の輪～ 

事業報告並びに決算報告の件 

(2) 10月例会～時代を超えて受け継がれるもの～事業報告並びに

決算報告の件 

(3) 日本のふるさと淡路島～はじまりの地からのメッセージ～ 

事業報告並びに決算報告の件  

(4) 11月例会～Jaycee精神の継承～事業報告並びに決算報告の件  

(5) 新入会員承認の件 

(6) 新入会員配属の件   

(7) 会員拡大会議解散の件  

(8) 2014年度預かり金処分の件  

(9) 2014年度正味財産増減決算報告の件  

(10) 2015年度組織及び委員会構成の件  

(11) 2015年度出向者の件  

(12) 2015年度正味財産増減予算の件  

(13) 2015年度事業計画の件  

(14) 2015年度例会・総会日時の件  

(15) 2015年度預かり金の件  

(16) 12月例会～新たなる旅路へ～の件  

(17) 第 3回定時総会提出議案の件  

(18) 第 3回定時総会設営の件  
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月 日 内     容 場 所 

2015. 

1.7（水） 

第 13回理事会 夢海游 淡路島 

 【審議事項】 

(1)対内広報紙の発行事業報告並びに決算報告の件  

(2)12月例会～新たなる旅路へ～事業報告並びに決算報告の件 

(3)第 3回定時総会の設営事業報告の件 

(4)ホームページの管理・運営の事業報告並びに決算報告の件  

(5)2014年度事業報告の件  

(6)2014年度決算報告の件  

(7)新入会員承認の件  

(8)理事会預かり金の件  
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５.  委 員 会 事 業 報 告 

拡大戦略会議     議長 池澄 泰彦 

 

 

 

委員会スローガン 

  淡路 JCの興廃この拡大にあり！！ 

担当 髙津 知也 議長 池澄 泰彦 副委員長  

委員 中村 篤弘、 後藤 宏暢、 笹津 寛照、 三原 聡、 村田 泰志 

総括報告 

まず初めに、2014年度一般社団法人淡路青年会議所の理事として議長という大変重い役

を任命いただきました原田理事長に心からお礼を申し上げます。 

予定者段階より、より拡大活動を活性化するために様々な議論する中、会員拡大会議と

いう実行委員会をたち上げ一年間を通して拡大活動してまいりました。例年の単一委員会

での運営より、拡大活動に対してだけの話し合い、情報共有が頻繁に行えたなど様々な利

点があり、その結果、拡大目標人数には達しませんでしたが、大きな成果を残せました。

これも経験豊富な４９年会の皆様、そして、原田理事長を始めとするメンバーの皆様が積

極的に拡大活動に関わっていただいたおかげであると思います。色々と無理なお願いにご

協力いただきありがとうごまします。 

最後になりましたが、原田理事長、髙津専務理事には様々な場面で叱咤激励を頂き本当

にありがとうございました。また、一年間サポートを頂きました中村出向理事をはじめと

する拡大戦略会議メンバーの皆様に感謝を申し上げ活動報告とさせていただきます。 
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委員会報告 

年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

2013.10.4 

 

11.9 

 

2014.1.29 

 1.31 

2.10 

4. 3 

4.21 

5.12 

5.19 

6. 5 

12.18 

淡路島観光ホテル 

 

事務局 

 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

理事長所信・スローガンの件、議長抱負及び事業計画の

件、上程スケジュールの件 

議長抱負及び事業計画の件、上程スケジュールの件、 

ホームページの件、実行委員会の件 

会員拡大会議の件、２月例会の件 

会員拡大会議の件、２月例会の件 

会員拡大会議の件、２月例会の件 

会員拡大会議の件 

会員拡大会議の件 

会員拡大会議の件、準会員の件 

会員拡大会議の件 

会員拡大会議の件 

ホームページ作成事業報告並びに決算報告の件 

5名 

 

5名 

 

4名 

3名 

5名 

3名 

4名 

3名 

3名 

3名 

6名 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2014.2.12 

3.18 

9.17 

淡路島観光ホテル 

淡路島観光ホテル 

淡路島観光ホテル 

２月例会～今こそ拡大の刻！～ 

淡路 JC 説明会（前期） 

淡路 JC 説明会（後期） 

37名 

32名 

51名 
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理事長公室  公室長 川越 勇輔 

 

 

 

委員会スローガン 

一 隅 を 照 ら せ !! 
担当 髙津 知也 公室長 川越 勇輔 副委員長 寺岡 良祐 

委員 太田 達雄、小森 祐輔、濵田 眞輔 

総括報告 

初めに、2014年度一般社団法人淡路青年会議所 理事長公室 公室長の大役を任命いただ

きました原田理事長に心からお礼を申し上げます。 

理事 3年目の公室長として、三役と議長・委員長メンバーとの橋渡しとなれるよう、ま

た伝えられる意見だけでなく、その行間を伝えることに重きを置き１年間努力を重ねて参

りました。また公室長としてすべての議案に携わる中で、多くの事業で各委員会に参加す

る機会を得ることが出ました。抱負にも書きましたが積極的に参加し、時に厳しく接する

中で、人との距離感や物事を俯瞰的に見る重要性など多くの事を学ばせて頂きました。 

研修事業～Pride of Awaji Jaycee～では議長・委員長の皆様にご協力を頂きました。事

業の最初に必ず行われるセレモニーの重要性は言うまでもなく、ここ数年行われていなか

った、JCIクリードや JC宣言・綱領の暗唱テストは新入会員にとって、また入会の浅いメ

ンバーにとってよい経験になったと感じています。 

最後になりましたが、原田理事長・髙津専務理事には様々な場面でご指導、ご鞭撻を頂

き本当にありがとうございました。また、一年間サポートを頂きました寺岡副公室長をは

じめとする公室メンバーの皆様とは互いに苦難を乗り越え１年間共に最後までやってくる

ことができました。2014年度理事長公室という組織を共に構成できた事を本当にうれしく

思っております。公室メンバー各位に対し、感謝を申し上げ活動報告とさせていただきま

す。 
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委員会報告 

年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

2013.10.4 

 

12.10 

2014.1.23 

 2.10 

2.20 

2.25 

3.20 

 

4.10 

4.15 

4.17 

5.16 

 

 

淡路島観光ホテル 

 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

 

事務局 

事務局 

淡路島観光ホテル 

事務局 

 

 

理事長所信・スローガンの件、委員長抱負及び事業計画

の件、上程スケジュールの件 

委員長抱負及び事業計画の件、上程スケジュールの件 

会員名簿作成の件、総合資料作成の件、研修事業の件 

会員名簿作成の件、研修事業の件 

研修事業の件 

研修事業の件 

会員名簿作成事業報告及び決算の件、 

総合資料作成事業報告及び決算の件、研修事業の件 

研修事業の件 

研修事業の件 

研修事業の件 

ゴルフ同好会主催ゴルフコンペの件、 

研修事業事業報告及び決算の件 

 

2名 

 

2名 

3名 

3名 

4名 

3名 

3名 

 

3名 

2名 

4名 

2名 

 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2014.1.31 

2.28 

4.19 

事務局 

事務局 

淡路島観光ホテル 

会員名簿の作成 

総合資料の作成 

研修事業～Pride of Awaji Jaycee～ 

― 

― 

38名 
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人間力育成委員会  委員長  時枝 弘記 

 

 

 

委員会スローガン 

新たな未来を切り拓く 

担当 三倉 克仁 委員長 時枝 弘記 副委員長 横山 泰明 

委員 出田 裕重、久米 基支、中田 勝文、藤井 宏昌、三浦 義崇、増井 規顕、折田 修作 

総括報告 

まず初めに、2014年度一般社団法人淡路青年会議所の理事として人間力育成委員会の大

役を任命いただきました原田理事長に心から御礼申し上げます。 

原田理事長の想い、そして予定者段階で作成した抱負をもとに、人間力育成委員会委員

長として、ＬＯＭ全体の人間力を育成するという気概を持ち、例会５回とわんぱく相撲淡

路場所を担当させていただきました。意気揚々と臨んだ初めての委員長でしたが、自分の

力の無さを感じるとともに委員会メンバーに助けられた一年でありました。事業を実際行

う中で、行動力と表現力の大切さ、そして組織運営の大切さを学ばせていただきました。

様々な失敗をしてきましたが、すべて自分自身の成長に繋がっていると感じます。この一

年間で得た経験を次に繋げ活かしていくことこそが、本当に人間力育成できたのかがわか

るものと考えています。 

最後になりましたが、原田理事長、三倉副理事長には様々な場面でご指導いただきまし

た。妥協なき挑戦をするという導きがあったからこそ、少しでもよくしたいという気持ち

で一年間臨むことができたと感じています。本当にありがとうございました。また、一年

間縁の下の力持ちとしてサポートしていただきました、横山副公室長をはじめとする委員

会メンバーの皆様に感謝を申し上げ活動報告とさせていただきます。 

 



- 17 - 

 

委員会報告 

年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

2013.10.4 

 

12.18 

12.28 

2014.1.23 

 

 

 2.19 

 

 

2.27 

 

 

3.6 

 

3.21 

 

3.27 

 

4.7 

4.17 

 

 

4.30 

 

 

5.28 

 

6.16 

 

6.25 

 

7.14 

 

7.23 

 

8.27 

 

 

9.5 

 

9.19 

 

9.26 

 

10.6 

淡路島観光ホテル 

 

事務局 

事務局 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

理事長所信・スローガンの件、委員長抱負及び事業計画

の件、上程スケジュールの件 

委員長抱負及び事業計画の件、上程スケジュールの件 

3月例会～新たなる自分を切り拓く～の件 

3月例会～新たなる自分を切り拓く～の件、4月例会～

自ら燃える心を持つ～の件、第 20回記念大会わんぱく

相撲淡路場所の件 

3月例会～新たなる自分を切り拓く～の件、4月例会～

自ら燃える心を持つ～の件、第 20回記念大会わんぱく

相撲淡路場所の件 

3月例会～新たなる自分を切り拓く～の件、4月例会～

自ら燃える心を持つ～の件、第 20回記念大会わんぱく

相撲淡路場所の件 

4月例会～自ら燃える心を持つ～の件、第 20回記念大会

わんぱく相撲淡路場所の件 

4月例会～自ら燃える心を持つ～の件、第 20回記念大会

わんぱく相撲淡路場所の件 

4月例会～自ら燃える心を持つ～の件、第 20回記念大会

わんぱく相撲淡路場所の件 

第 20回記念大会わんぱく相撲淡路場所の件 

第 20回記念大会わんぱく相撲淡路場所の件、3月例会～

新たなる自分を切り拓く～事業報告並びに決算報告の

件 

第 20回記念大会わんぱく相撲淡路場所の件、3月例会～

新たなる自分を切り拓く～事業報告並びに決算報告の

件、2014年度わんぱく相撲兵庫ブロック大会の件 

2014年度わんぱく相撲兵庫ブロック大会の件、4月例会

～自ら燃える心を持つ～事業報告並びに決算報告の件 

第 20回記念大会わんぱく相撲淡路場所事業報告並びに

決算報告の件、9月例会～継続と発展の絶対条件～の件 

第 20回記念大会わんぱく相撲淡路場所事業報告並びに

決算報告の件、9月例会～継続と発展の絶対条件～の件 

9月例会～継続と発展の絶対条件～の件、10月例会～時

代を超えて受け継がれるもの～の件 

9月例会～継続と発展の絶対条件～の件、10月例会～時

代を超えて受け継がれるもの～の件 

9月例会～継続と発展の絶対条件～の件、10月例会～時

代を超えて受け継がれるもの～の件、11月例会～Jaycee

精神の継承～の件 

10月例会～時代を超えて受け継がれるもの～の件、11

月例会～Jaycee精神の継承～の件 

10月例会～時代を超えて受け継がれるもの～の件、11

月例会～Jaycee精神の継承～の件 

10月例会～時代を超えて受け継がれるもの～の件、11

月例会～Jaycee精神の継承～の件 

11月例会～Jaycee精神の継承～の件、9月例会～継続と

3名 

 

5名 

6名 

5名 

 

 

4名 

 

 

3名 

 

 

5名 

 

4名 

 

3名 

 

5名 

3名 

 

 

4名 

 

 

3名 

 

4名 

 

4名 

 

5名 

 

3名 

 

4名 

 

 

5名 

 

5名 

 

4名 

 

6名 
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年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

 

10.21 

 

 

 

11.6 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

発展の絶対条件～事業報告並びに決算報告の件 

11月例会～Jaycee精神の継承～の件、9月例会～継続と

発展の絶対条件～事業報告並びに決算報告の件、10月例

会～時代を超えて受け継がれるもの～事業報告並びに

決算報告の件 

11月例会～Jaycee精神の継承～の件 

 

5名 

 

 

 

6名 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2014.3.12 

4.9 

5.5 

9.10 

10.8 

11.12 

洲本市文化体育館 

洲本市文化体育館 

淡路市立石屋小学校 

洲本市文化体育館 

洲本市文化体育館 

洲本市文化体育館 

3 月例会～新たなる自分を切り拓く～ 

4月例会～自ら燃える心を持つ～ 

第 20回記念大会わんぱく相撲淡路場所 

9月例会～継続と発展の絶対条件～ 

10月例会～時代を超えて受け継がれるもの～ 

11月例会～Jaycee精神の継承～ 

38名 

39名 

30名 

41名 

44名 

42名 
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社会開発委員会   委員長 有賀 雄一 

 

 

 

委員会スローガン 

 Change Myself 

担当 平川 智己 委員長 有賀 雄一 副委員長 植野 泰幸 

委員 
安部 則行、池尻 明仁、岸本 篤人、木戸 隆一郎、滝本 拓之、竹田 良平、藤川 龍介、    

三原 正行、吉井崇行 

総括報告 

まず初めに、2014年度一般社団法人淡路青年会議所の理事として委員長の大役を任命い

ただきました原田理事長に心からお礼を申し上げます。 

今年度社会開発委員会では、「明るい豊かな淡路島」の実現に向け社会開発事業「日本

のふるさと淡路島～はじまりの地からのメッセージ～」を企画・設営を行いました。事業

実施に至る過程の中で壁にぶつかり悩み、立ち止まり、先が見えない時期もあり理事会校

正者をはじめメンバーの皆様に多大なるご迷惑をおかけしました。 

事業においては淡路島の唯一無二の価値であるくにうみ（日本の始まり）の地であるこ

とを大人から子どもまで理解していただけるように国生み神話に見識の深い有識者及び行

政の方々からも意見を頂きアニメーションの制作を行いました。また、子どもたちに未来

の淡路島を考える機会を創出すべく未来の淡路島絵画作文コンクールを実施し多数の応募

を頂きました。そして、フォーラム当日には多数の来場者にお越しいただき、アニメーシ

ョンの上映、本名宮司の基調講演、絵画作文コンクールの表彰を実施させていただき、お

越しいただいた方々に、唯一無二の価値であるくにうみの地（日本の始まり）淡路島を認

識頂き、今後のまちづくりにおいてコンセプトの必要性を感じていただくことで、淡路島

の発展に向けた一助になったと確信しております。 

最後になりましたが、原田理事長、平川担当副理事長には様々な場面でご指導、ご鞭撻

を頂き本当にありがとうございました。また、一年間サポートを頂きました植野副委員長

をはじめとする委員会メンバーの皆様に感謝を申し上げ活動報告とさせていただきます。 



- 20 - 

 

 

委員会報告 

年 月 日 場所 内        容 出席者数 

2013.10.4 

 

12.21 

2014.1.10 

1.24 

1.30 

2.7 

2.14 

3.1 

3.8 

3.21 

3.27 

4.4 

4.19 

4.29 

5.13 

5.20 

6.18 

6.24 

7.7 

7.14 

8.4 

8.11 

8.29 

9.5 

10.7 

11.21 

淡路島観光ホテ

ル 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

委員長抱負、年間上程スケジュール、事業

計画並びに予算及び役割業務の件 

社会開発事業の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

社会開発事業の件 拡大の件 

4名 

 

5名 

7名 

8名 

4名 

6名 

7名 

7名 

5名 

6名 

8名 

5名 

6名 

7名 

5名 

6名 

7名 

7名 

6名 

6名 

6名 

7名 

8名 

6名 

9名 

5名 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2014.9.1～30 

 

 

10.9 

10.26 

島内小学校・保育

園・幼稚園 

 

事務局 

しづかホール 

未来の淡路島コンクール 

 

 

日本のふるさと淡路島 完成報告会 

日本のふるさと淡路島～はじまりの地

からのメッセージ～ 

作文 26点 

絵画 256点 

 

9名 

来場者 321名 

正会員 39名 

準会員 6名 
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ＬＯＭ活性化委員会 委員長 西山 高右 

 

 

 

 

委員会スローガン 

No Activation No Lif 

担当 廣井 公壽 委員長 西山 高右  副委員長 岡本 義弘 

委員 片山 竜也、河井 義樹、北本 富士、新家 春輝、吉田 光佑、河野 崇志 

総括報告 

まず初めにメンバーの皆様におかれましては今年一年間、多くの協力とご指導をいただ

き、誠にありがとうございました。 

ＬＯＭ活性化委員会では新年会、会員交流事業、対内広報紙の発行、そして公的出向の

際のＬＯＭナイトの設営を担当させていただきました。新年会では、理事長の所信表明、

並びに新体制のお披露目と来賓の皆様へのご挨拶、日頃よりお世話になっている皆様への

お礼を伝える事を目的とし、感謝とおもてなしの気持ちで事業を運営いたしました。また、

理事長が話しやすく、そして格好良く登場できるような舞台演出を考えさせていただきま

した。 

事業目的を「交流の輪を広げる」とした会員交流事業では、事前練習と淡路島まつりお

どり大会を通じ、参加者全員との親睦を深める事ができ、組織の一体感を増す事ができま

した。後の交流会でもメンバーの協力により設営がスムーズに行え、場を盛り上げる事が

できました。 

 そして計１２回に及ぶ、対内広報紙の発行では毎月の事業活動が記録でき、正会員と特

別会員との間で情報共有が図られたのではないかと思います。一年を通じ、３つの事業を

運営させていただきましたが自分のこだわりを表現する事は中々に難しいものであったと

実感しております。また皆様と深く関わり、貴重な経験をさせていただきました事、深く

御礼申し上げます。 

 最後となりますが原田理事長、廣井副理事長には多くのご指導、ご鞭撻を賜りました。
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誠にありがとうございます。そして、岡本副委員長をはじめとするＬＯＭ活性化委員会メ

ンバーの皆様、委員会を盛り立てていただき、本当にありがとうございました。 

 

委員会報告 

年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

2013.11.14 

11.21 

11.28 

12.5 

12.12 

12.19 

12.26 

12.30 

2014.1.9 

1.10 

3.13 

4.21 

4.28 

4.30 

5.15 

5.22 

5.29 

6.19 

6.26 

7.3 

7.8 

7.24 

7.29 

9.18 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

淡路夢泉景 

淡路夢泉景 

淡路夢泉景 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

スローガン、委員長抱負、新年会、対内広報紙発刊の件 

スローガン、委員長抱負、新年会、対内広報紙発刊の件 

スローガン、委員長抱負、新年会、対内広報紙発刊の件 

新年会、対内広報紙発刊の件 

新年会、対内広報紙発刊の件 

新年会、対内広報紙発刊の件 

新年会、対内広報紙発刊の件 

新年会の件 

新年会の件 

新年会の件 

会員拡大、対内広報紙発刊の件 

会員拡大、対内広報紙発刊の件 

会員交流事業、会員拡大の件 

会員交流事業、会員拡大の件 

会員交流事業、会員拡大の件 

会員交流事業、会員拡大の件 

会員交流事業、会員拡大の件 

会員交流事業、会員拡大の件 

会員交流事業、会員拡大の件 

会員交流事業、会員拡大の件 

会員交流事業、会員拡大の件 

会員交流事業、会員拡大の件 

会員交流事業、会員拡大の件 

会員交流事業決算の件 

４名 

３名 

４名 

４名 

４名 

５名 

５名 

３名 

４名 

５名 

２名 

４名 

３名 

２名 

５名 

５名 

３名 

５名 

２名 

５名 

５名 

５名 

４名 

４名 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2014.1.15 

7.11 

7.25 

     8.2 

 

8.2 

淡路夢泉景 

淡路ワールドビレッジ 

大浜公園千畳敷 

厳島神社斎館 

 

洲本自動車教習所 

新年会 

第１回事前練習 

第２回事前練習 

淡路島まつりおどり大会～みんなで広げよう交流の輪～ 

おどり大会 

淡路島まつりおどり大会～みんなで広げよう交流の輪～ 

交流会 

１０９名 

１９名 

２９名 

 

５６名 

 

５３名 
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例会委員会  委員長 浅井 克也 

 

 

 

 

 

 

 

委員会スローガン 

 助け合いの心を育もう! 

担当 三倉 克仁 委員長 浅井 克也 副委員長 福富 健介 

委員 
柴田 大介、高見 恵文、辰野 慶太、法月 正義、波戸 大樹、山形 兼一郎、 

土井 孝浩、廣田 欣也 

総括報告 

まず初めに、2014年度一般社団法人淡路青年会議所の理事として例会委員会 委員長の

大役を任命いただきました原田理事長に心からお礼を申し上げます。 

今年度、例会委員会では６回の例会の企画・運営、ＬＯＭ役員懇談会の設営、総会の設

営等をさせていただきました。その中において「助け合いの心を育もう！」の委員会スロ

ーガンのもと１年間活動してまいりました。改めて振り返ると、助け合いと言うより、本

当に皆さんに助けられてここまできたという印象です。特に最初の事業である１月例会で

は、私自身が個人的な諸事情により例会当日の会場への到着が例会開始の直前になってし

まい、当日の打ち合わせやリハーサルに参加することができませんでした。しかし、三倉

担当副理事長や福富副委員長はじめ委員会メンバーに助けていただき無事終えることがで

きました。また他の例会やＬＯＭ役員懇談会の設営・準備の段階においても、議長・公室

長・委員長はじめたくさんのメンバーにご協力をいただきました。例会委員会設営のすべ

ての事業において、皆さまのご協力がなければ成し得ることができなかったと改めて感じ

ております。 

私自身、次年度が最終年度になりますが、残り一年、皆さま方への感謝の心を大切にＪ

Ｃ活動に邁進していきます。一年間本当にありがとうございました。 
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委員会報告 

年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

2013.10.4 

 

10.10 

 

11.19 

 

11.29 

 

12.10 

 

12.20 

 

12.26 

 

2014.1.9 

 

1.14 

2.10 

2.14 

2.18 

2.27 

3.11 

3.19 

3.26 

4. 8 

4.14 

 

5.12 

6. 6 

6  9 

6.16 

6.26 

 

 

7. 4 

 

7. 8 

 

7.24 

8. 5 

9.16 

 

9.26 

 

10. 9 

10.20 

淡路島観光ホテル 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

 

うめ丸 

 

事務局 

 

事務局 

 

夢泉景 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

ホテルニューアワジ 

事務局 

事務局 

事務局 

 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

事務局 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

事務局 

委員長抱負、年間上程スケジュール、事業計画並びに予

算及び役割業務の件 

委員長抱負、年間上程スケジュール、事業計画並びに予

算及び役割業務の件、１月例会の件 

委員長抱負、年間上程スケジュール、事業計画並びに予

算及び役割業務の件、１月例会の件 

１月例会の件、第２回定時総会の件、ＬＯＭ役員懇談会

の件 

１月例会の件、第２回定時総会の件、ＬＯＭ役員懇談会

の件 

１月例会の件、第２回定時総会の件、ＬＯＭ役員懇談会

の件 

１月例会の件、第２回定時総会の件、ＬＯＭ役員懇談会

の件 

１月例会の件、第２回定時総会の件、ＬＯＭ役員懇談会

の件 

１月例会の件、第２回定時総会の件 

ＬＯＭ役員懇談会の件、５月例会の件 

ＬＯＭ役員懇談会の件、５月例会の件 

ＬＯＭ役員懇談会の件、５月例会の件 

ＬＯＭ役員懇談会の件、５月例会の件 

ＬＯＭ役員懇談会の件、５月例会の件、６月例会の件 

ＬＯＭ役員懇談会の件、５月例会の件、６月例会の件 

５月例会の件、６月例会の件 

５月例会の件、６月例会の件 

５月例会の件、６月例会の件、７月例会の件、ＬＯＭ役

員懇談会事業報告及び決算報告の件 

５月例会の件、６月例会の件、７月例会の件 

６月例会の件、７月例会の件、８月例会の件 

６月例会の件、７月例会の件、８月例会の件 

７月例会の件、８月例会の件 

５月例会事業報告及び決算報告の件、７月例会の件、 

８月例会の件、選挙管理委員会設置の件、会員拡大の件、

第３回臨時総会の件 

７月例会の件、８月例会の件、選挙管理委員会設置の件、

会員拡大の件、第３回臨時総会の件 

７月例会の件、８月例会の件、選挙管理委員会設置の件、

会員拡大の件、第３回臨時総会の件 

８月例会の件、会員拡大の件、第３回臨時総会の件 

８月例会の件、会員拡大の件、第３回臨時総会の件 

８月例会事業報告及び決算報告の件、会員拡大の件、 

１２月例会の件 

８月例会事業報告及び決算報告の件、会員拡大の件、 

１２月例会の件 

１２月例会の件、会員拡大の件 

１２月例会の件、会員拡大の件 

４名 

 

４名 

 

４名 

 

４名 

 

４名 

 

５名 

 

５名 

 

４名 

 

４名 

４名 

３名 

５名 

４名 

２名 

３名 

４名 

４名 

３名 

 

４名 

４名 

４名 

４名 

３名 

 

 

４名 

 

４名 

 

８名 

８名 

３名 

 

３名 

 

３名 

４名 
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年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

12. 4 

12 .9 

事務局 

夢海游淡路島 

１２月例会の件、第３回定時総会の件 

１２月例会の件、第３回定時総会の件 

７名 

７名 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2014. 1.15 

3.25 

5.14 

6.11 

7. 9 

8. 6 

12.10 

夢泉景 

ホテルニューアワジ 

洲本市文化体育館 

洲本市文化体育館 

洲本市文化体育館 

洲本市文化体育館 

夢海游淡路島 

１月例会～新たなる羅針盤を手に入れる～ 

ＬＯＭ役員懇談会 

5月例会～団結せよ！組織力は委員会から～ 

6月例会～“まちづくり”温故知新～ 

7月例会～一票に未来を託して～ 

8月例会～次代を担う Jayceeとなれ！～ 

12月例会～新たなる旅路へ～ 

41名 

30名 

39名 

39名 

43名 

40名 

53名 
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６. 委員会別事業決算明細 

委員会別事業決算明細（１）           ２０１４年１月１日～１２月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入の部 支出の部 収入の部 支出の部
予算額 予算額 決算額 決算額

事業収入 148,000 148,000

小計

会場費　賃借料

消耗品

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費 144,000 148,000

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 4,000

小計 148,000 148,000

合計 148,000 148,000 148,000 148,000 0

事業収入 33,000 33,000

小計 33,000 33,000

会場費　賃借料 21,000 21,000

消耗品 5,250 5,250

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費 5,250

諸謝金

資料作成費 798 798

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 702

小計 33,000 27,048

合計 33,000 33,000 33,000 27,048 5,952 事業費へ繰り戻す

事業収入 150,000 150,000

小計 150,000 150,000

会場費　賃借料 42,000 42,600

消耗品 10,500 10,650

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費 90,000 18,678

広告普及費 21,000

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 7,500

小計 150,000 92,928

合計 150,000 150,000 150,000 92,928 57,072 事業費へ繰り戻す

総合計 331,000 331,000 331,000 267,976 63,024

拡大戦略会議

会員拡大事業

備考委員会名 事業名称 科目

ホームページの管理・運営

２月例会

差額
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委員会別事業決算明細（２）           ２０１４年１月１日～１２月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入の部 支出の部 収入の部 支出の部
予算額 予算額 決算額 決算額

事業収入 320,000 320,000

小計 320,000 320,000

会場費　賃借料

消耗品

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費 315,000 315,000

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 5,000

小計 320,000 315,000

合計 320,000 320,000 320,000 315,000 5,000 事業費へ繰り戻す

事業収入 1,000 1,000

小計 1,000 1,000

会場費　賃借料

消耗品

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費

広告普及費

報告書作成費 799 799

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 201

小計 1,000 799

合計 1,000 1,000 1,000 799 201 事業費へ繰り戻す

事業収入 28,000 28,000

小計 28,000 28,000

会場費　賃借料 21,000 21,000

消耗品 5,400 5,400

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費 798 820

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 802

小計 28,000 27,220

合計 28,000 28,000 28,000 27,220 780 事業費へ繰り戻す

総合計 349,000 349,000 349,000 343,019 5,981

理事長公室

会員名簿

委員会名 事業名称 備考科目

研修事業

総合資料

差額



- 28 - 

 

委員会別事業決算明細（３‐１）         ２０１４年１月１日～１２月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入の部 支出の部 収入の部 支出の部
予算額 予算額 決算額 決算額

事業収入 82,000 82,000

小計 82,000 82,000

会場費　賃借料 13,000 11,000

消耗品 5,250 11,550

食糧費 5,250

人件費

支払手数料

講師関係費 5,250 10,800

諸謝金

資料作成費 798 798

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費 50,000 17,850

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費 240 160

支払負担金

雑費

予備費 2,212

小計 82,000 52,158

合計 82,000 82,000 82,000 52,158 29,842 事業費へ繰り戻す

事業収入 20,000 20,000

小計 20,000 20,000

会場費　賃借料 13,000 11,000

消耗品 5,400 5,400

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費 820 820

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 780

小計 20,000 17,220

合計 20,000 20,000 20,000 17,220 2,780 事業費へ繰り戻す

事業収入 110,000 110,000

小計 110,000 110,000

会場費　賃借料

消耗品 9,500 8,344

食糧費 12,000 11,600

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費 410 410

広告普及費 40,960 54,994

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料 7,000 4,200

印刷製本費 27,000 12,970

通信運搬費 400 410

支払負担金 10,000 10,000

雑費 210

予備費 2,520

小計 110,000 102,928

合計 110,000 110,000 110,000 102,928 7,072 事業費へ繰り戻す

差額科目

３月例会

４月例会

委員会名 事業名称 備考

人間力育成

第20回わんぱく相撲淡路場所
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委員会別事業決算明細（３‐２）         ２０１４年１月１日～１２月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業収入 387,000 387,000

小計 387,000 387,000

会場費　賃借料 13,000 13,000

消耗品 5,400 9,720

食糧費 5,400

人件費

支払手数料

講師関係費 5,400 5,550

諸謝金 300,000 300,000

資料作成費 820 820

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費 50,000 50,000

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費 240 246

支払負担金

雑費

予備費 6,740

小計 387,000 379,336

合計 387,000 387,000 387,000 379,336 7,664 事業費へ繰り戻す

事業収入 43,000 43,000

小計 43,000 43,000

会場費　賃借料 30,000 36,000

消耗品 5,400 5,400

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費 5,400

諸謝金

資料作成費 820 820

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 1,380

小計 43,000 42,220

合計 43,000 43,000 43,000 42,220 780 事業費へ繰り戻す

事業収入 20,000 20,000

小計 20,000 20,000

会場費　賃借料 13,000 13,000

消耗品 5,400 5,400

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費 820 820

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 780

小計 20,000 19,220

合計 20,000 20,000 20,000 19,220 780 事業費へ繰り戻す

総合計 662,000 662,000 662,000 613,082 48,918

人間力育成

１１月例会

１０月例会

９月例会
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委員会別事業決算明細（４）           ２０１４年１月１日～１２月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入の部 支出の部 収入の部 支出の部
予算額 予算額 決算額 決算額

事業収入 1,500,000 1,500,000

助成金 200,000

小計 1,500,000 1,700,000

会場費　賃借料 250,000 175,250

消耗品 25,000 45,718

食糧費 100,000

人件費 7,000

支払手数料 30,000 40,000

講師関係費 5,400 5,400

諸謝金 440,000

資料作成費 125,000 1,100,820

広告普及費 100,000 59,850

報告書作成費 3,000 200,000

旅費交通費 350,000

交際費

保険料 10,000

印刷製本費 60,480

通信運搬費 1,000 2,182

支払負担金

雑費 3,000 2,052

予備費 50,600

小計 1,500,000 1,691,752

合計 1,500,000 1,500,000 1,700,000 1,691,752 8,248 事業費へ繰り戻す

総合計 1,500,000 1,500,000 1,700,000 1,691,752 8,248

委員会名 事業名称 科目 備考

社会開発事業
社会開発

差額
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委員会別事業決算明細（５）           ２０１４年１月１日～１２月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入の部 支出の部 収入の部 支出の部
予算額 予算額 決算額 決算額

事業収入 320,000 320,000

小計 320,000 320,000

会場費　賃借料

消耗品

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費 8,000

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費 312,000 312,000

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 8,000

小計 320,000 320,000

合計 320,000 320,000 320,000 320,000 0

事業収入 245,000 245,000

登録料 1,410,000

小計 245,000 1,655,000

会場費　賃借料 42,000 42,000

消耗品 159,450 154,314

食糧費 6,160

人件費

支払手数料 30,000 30,000

講師関係費

諸謝金

資料作成費 820 798

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費 1,410,000

保険料

印刷製本費 1,050

通信運搬費 6,063 5,607

支払負担金

雑費 3,600

予備費 6,667

小計 245,000 1,653,529

合計 245,000 245,000 1,655,000 1,653,529 1,471 事業費へ繰り戻す

事業収入 50,000 50,000

登録料 188,000

登録料 240,000

小計 50,000 478,000

会場費　賃借料 30,000 30,000

消耗品 10,000

食糧費

人件費

支払手数料 100,000

講師関係費

諸謝金

資料作成費 410

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費 329,400

保険料 3,250

印刷製本費

通信運搬費 4,080 574

支払負担金 1,000

雑費 5,000 12,000

予備費 920

小計 50,000 476,634

合計 50,000 50,000 478,000 476,634 1,366 事業費へ繰り戻す

総合計 615,000 615,000 2,453,000 2,450,163 2,837

委員会名 事業名称 備考

対内広報紙

会員交流事業

新年会

科目 差額

ＬＯＭ活性化
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委員会別事業決算明細（６－１）         ２０１４年１月１日～１２月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入の部 支出の部 収入の部 支出の部
予算額 予算額 決算額 決算額

事業収入 39,000 39,000

小計 39,000 39,000

会場費　賃借料 21,000 21,000

消耗品 15,750 15,750

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費 1,743 1,743

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 507

小計 39,000 38,493

合計 39,000 39,000 39,000 38,493 507 事業費へ繰り戻す

事業収入 50,000 50,000

小計 50,000 50,000

会場費　賃借料 16,000 16,000

消耗品 5,400 5,400

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費 15,000 3,240

諸謝金 3,240 15,000

資料作成費 820 820

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料 7,820 6,440

印刷製本費

通信運搬費 240 246

支払負担金

雑費

予備費 1,480

小計 50,000 47,146

合計 50,000 50,000 50,000 47,146 2,854 事業費へ繰り戻す

事業収入 23,000 23,000

小計 23,000 23,000

会場費　賃借料 13,000 13,000

消耗品 5,400 5,400

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金 3,240

資料作成費 820 820

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 540

小計 23,000 19,220

合計 23,000 23,000 23,000 19,220 3,780 事業費へ繰り戻す

委員会名 事業名称 備考

５月例会例会

差額科目

１月例会

６月例会
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委員会別事業決算明細（６－２）         ２０１４年１月１日～１２月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業収入 20,000 20,000

小計 20,000 20,000

会場費　賃借料 13,000 13,000

消耗品 5,400 5,400

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費 820 1,250

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 780

小計 20,000 19,650

合計 20,000 20,000 20,000 19,650 350 事業費へ繰り戻す

事業収入 20,000 20,000

小計 20,000 20,000

会場費　賃借料 13,000 13,000

消耗品 5,400 5,400

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費 820 820

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 780

小計 20,000 19,220

合計 20,000 20,000 20,000 19,220 780 事業費へ繰り戻す

事業収入 90,000 90,000

小計 90,000 90,000

会場費　賃借料 28,080 28,080

消耗品 58,760 60,000

食糧費

人件費

支払手数料

講師関係費

諸謝金

資料作成費 820 1,920

広告普及費

報告書作成費

旅費交通費

交際費

保険料

印刷製本費

通信運搬費

支払負担金

雑費

予備費 2,340

小計 90,000 90,000

合計 90,000 90,000 90,000 90,000 0

総合計 242,000 242,000 242,000 233,729 8,271

例会
８月例会

７月例会

１２月例会
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７. 直 前 理 事 長 報 告 

直前理事長 向内 英光 

2014年度は、原田理事長の掲げる「妥協なき

挑戦！～新たなる 1ページを刻むために～｣のス

ローガンの基、各委員長をはじめ メンバーそれ

ぞれが想い・考え JC活動に邁進されてきたこと

と存じます。私自身は直前理事長として、何をす

べきか悩みもありましたが、先輩諸兄より教わっ

てきたものを自分の経験も踏まえて伝えていく

ことであると考え、皆様と関わりを持ってきまし

た。しかし、経験者が伝えれるものは経験だけで

あり、正解ではありませんでした。それは 10年

の JC生活の中で感じたものも同じでした。正解は一つだけではなく、数多く存在し、想い

を持って考え、最後までやりきった時に正解を手にすることができる。そしてその正解も、

人によっては違うものであります。 

私は直前理事長の役割を全うできたかはわかりませんが、自分なりの行動ができたもの

と考えておりますが、判断するのは自分ではなく自分以外であります。これは、この先何

か行動をするときには必ずついてまわるものでありますので、自己満足せず多くのことに

向かっていきたいと考えます。メンバーの皆様には何事にでもチャレンジしていただきた

いと考えます。最後に淡路 JCの設立以来掲げております「淡路はひとつ」の基本理念の基、

「明るい豊かな淡路島」創造に邁進されることを祈念いたしまして、直前理事長報告とさ

せていただきます。
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８. 出 向 報 告 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

監査担当役員 

上村 雄二郎 

いよいよラストイヤーとなった本年度、兵庫ブロック協

議会に監査担当役員として出向させて頂きました。 

ＬＯＭ内においても監事という事で、同じようなお役目

を兵庫ブロックでも務めさせて頂きました。監査担当役員

という立場上、各事業の企画段階より、メンバーの有益な

ものになっているか、またはその目的に相応しい内容にな

っているか、そして的確に予算執行がなされているかを中

心に見させて頂きました。その中で今まで私が培った事を

若手に伝えていくべく、日々参加をさせて頂きました。本

年は委員長として中村君も出向されてましたので、私は少々控えめに影をひそめておりま

したが、私がどうの言う事も無く頑張られておられる姿を見て頼もしさすら感じました。

ＬＯＭでもやはり委員長が一番勉強になる場ですが、ブロックでも委員長、議長として出

向する事が何よりであると改めて感じた一年でもありました。来年は残念ながら役員出向

は無いようですが、今後の為にも是非また淡路からブロック役員を排出頂く事を願うばか

りです。  

何はともあれ、大変充実したラストイヤーを過ごさせて頂けた事に改めて心からの感謝を

申し上げ、出向報告とさせて頂きます。 

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

2014. 1.18 

2014. 2.22 

2014. 3.15 

2014. 3.21 

2014. 4.12 

2014. 4.26 

2014. 6.14 

2014. 6.28 

西宮 

加古川 

神戸 

豊岡 

淡路        

明石 

南但 

姫路 

第 1 回正副会長会議・第 1 回役員会議 

第２回正副会長会議・第２回役員会議 

会頭訪問 

第２回会員会議所会議 

第 4 回正副会長会議・第 4 回役員会議 

第３回会員会議所会議 

第 5 回正副会長会議・第５階役員会議 

第 4 回会員会議所会議 
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2014. 8. 1 

2014.10. 4 

2014.10.18 

2014.11. 1 

2014.11.16 

尼崎 

姫路 

三田 

宝塚 

神戸 

第６回正副会長会議・第６回役員会議 

第 7 回正副会長会議・第 7 回役員会議 

第５回会員会議所会議 

第 8 回正副会長会議・第 8 回役員会議 

第 6 回会員会議所会議 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

上村監査担当役員セクレタリー 

法月 正義 

後藤監査担当役員セクレタリーとして、一年間出向させてい

ただきました。卒業年度にも関わりませづ、このような機会を

与えていただきました理事長、そして後藤監査には感謝申し上

げます。本当にありがとうございました。お世話になりました。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

上村監査担当役員セクレタリー 

濵田 眞輔 

2014 年度上村監査担当役員のセクレタリーとして、一年間兵庫ブ

ロックへ出向させていただきました。LOM役員懇談会や会員会議所等

にご一緒させていただき、ブロックの役員の皆様や各地青年会議所の

方々と交流することができ、多くの経験、学びがありよい機会を得れ

ました。 

一年間このような機会を与えていただき本当にありがとうござい

ました。 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会  

上村監査担当役員セクレタリー        

村田 泰志 

今年度、上村監査担当役員のセクレタリーとして近畿地区兵庫ブ

ロック協議会に出向させていただきました。LOMでの活動のほかにブ

ロックでの活動と幅広い考え方や交流が出来る貴重な場となりまし

た。1 年間このような機会を与えていただきまして感謝しております。

ありがとうございました。  
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

日本 JC連携推進委員会 

副委員長 三倉 克仁 

この度、日本 JC連携推進委員会に出向し、会頭座談会

の設営や憲法事業、ブロック大会分科会の企画・設営の機

会をいただき、あらためて気づくことが多く大変勉強にな

りました。経験豊富なメンバーが集まっている委員会とい

うこともあり、細部までこだわった積極的な意見が飛び交

い、自分自身も刺激を受けるとともに得るものも沢山あり

ました。この経験を LOMに活かし、今後の JC活動を行っ

ていきます。最後に理事長を含めお世話になった方々、一

年間ありがとうございました。 

 

出 向 記 録 

年 月 日  場   所 内   容 

2013.11.23 

2014. 2. 3 

2014. 2. 8 

2014. 3. 4 

2014. 3.14 

2014. 3.15 

2014. 4. 5 

2014. 5. 2 

2014. 6.12 

2014. 8.29 

2014. 9.14 

神戸ポートピアホテル 

兵庫県民会館 

神戸ポートピアホテル 

兵庫県民会館 

兵庫県民会館 

ホテルサンルートソプラ神戸 

姫路商工会館新館 JC事務局 

神戸市東灘区民センター 

加古川商工会議所 

宝塚市立勤労市民センター 

宝塚ホテル 

第 1回委員会（予定者） 

第 1回臨時委員会 

第 2回合同委員会 

第 2回臨時委員会 

第 3回委員会 

会頭座談会 

第 4回委員会 

憲法事業 

第 5回委員会 

第 6回委員会 

ブロック大会 分科会 
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫ビジョン創造委員会 

副委員長 時枝 弘記 

本年度、近畿地区兵庫ブロック協議会兵庫ビジョン創造委員会

に出向させていただきました。委員会として知事との討論会、青

少年育成事業、防災ネットワークという 3 つの事業を行いました。

私は、青少年育成事業の副委員長として、南山委員長の補佐をさ

せていただきました。兵庫県各地区の中学生を対象とした事業で、

「好きやで兵庫！未来を切り拓くヒーローズ育成塾－Boys and 

girls , Be ambitious!!(青少年よ、大志を抱け‼)」という事業名そ

のままに、愛郷心そして道徳心を育むために様々なプログラムを受け

ていただく事業を実施しました。子どもたちにこのような体験の場を与えることができたことは

本当によい経験になりました。この経験を LOMで活かしたいと思います。最後になりましたが

１年間出向させていただき、また、副委員長という機会を与えていただいたことに感謝し

ております。ありがとうございました。 

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

2013.11.23 

2013.12.26 

2014.1.22 

2014.2.8 

2014.3.24 

2014.4.16 

2014.5.14 

2014.7.22 

2014.7.29 

2014.11.12 

2014.9.3 

2014.9.14 

 

2014.10.22 

神戸ポートピアホテル 

姫路商工会議所 

明石 料亭旅館 人丸花壇 

神戸ポートピアホテル 

姫路 しらさぎ風雅 生松 

三田 まちづくり協働センター 

芦屋市民センター 

姫路 しらさぎ風雅 生松 

姫路 西はりま地場産業センター 

姫路市藤ノ木山野外活動センター 

兵庫県公館 

宝塚ホテル及び末広中央公園芝生

広場 

神戸センタープラザ西館 

第１回予定者兵庫ビジョン創造委員会 

第２回予定者兵庫ビジョン創造委員会 

第１回兵庫ビジョン創造委員会 

第２回兵庫ビジョン創造委員会 

第３回兵庫ビジョン創造委員会 

第４回兵庫ビジョン創造委員会 

第５回兵庫ビジョン創造委員会 

第６回兵庫ビジョン創造委員会 

臨時委員会 

青少年育成事業 

兵庫県知事との討論会  

防災・JC-AID普及事業 

 

第７回兵庫ビジョン創造委員会 
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー委員会 

委員長 中村 篤弘 

2014年度、兵庫アカデミー委員会の委員長として出向さ

せていただきました。80名もの若手人財を預かる身として

責任重大であると感じながら一年を全うさせていただきま

した。担いとしましては、アカデミー事業の開催と会員拡

大についてであります。アカデミー事業に関しては 3回/

年を企画し、「率先垂範」「協働」「発想力」をテーマに

開催致しました。その他にも委員会事業を 7回開催し、う

ち 2回は会員拡大の必要性を訴えかけ意識付けを行いまし

た。本年度、ブロック会長は「経験は人生において成功は約束されてはいないが、成長

は約束されている」と常々おっしゃっており、アカデミーメンバーにも是非多くの経験

をしていただき、成長そしてメンバー間の友情を築き、今後の JC活動に繫げていただ

きたいと考えていました。中でも最終の事業において出席率 100％を達成できたことは

メンバーが一丸となった瞬間でした。私自身も今年一年若手人財と関わることで多くの

学びをいただき、多くの経験を積ませていただけたことはかけがえのない一年となりま

した。本当にご支援、ご協力いただいた皆様に厚く感謝御礼を申し上げます。 

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

2013.09.21 

2013.10.18 

2013.10.27 

2013.11.02 

2013.11.16 

2013.11.23 

2013.12.14 

2014.01.07 

2014.01.18 

2014.01.20 

2014.01.25 

2014.02.06 

2014.02.08 

 

2014.02.14 

2014.02.22 

2014.02.25 

2014.02.26 

2014.02.28 

2014.03.03 

 

 

神戸 

神戸 

神戸 

神戸 

神戸 

神戸 

神戸 

西宮 

神戸 

京都 

西宮 

神戸 

 

川西 

加古川 

尼崎 

豊岡 

姫路 

神戸 

 

三木 

第 1 回 予定者正副・役員会議 

第 2 回 予定者正副・役員会議 

第 3 回 予定者正副・役員会議 

第 1 回 予定者理事長会議 

第 4 回 予定者正副・役員会議 

第 2 回 予定者理事長会議・合同委員長会議 

第 5 回 予定者正副・役員会議 

第 1 回 財審・コンプライアンス会議 

第 1 回 正副・役員会議 

兵庫アカデミー委員会 スタッフ会議 

京都会議 

LOM 役員懇談会 

第 1 回 会員会議所会議 

第 1 回 兵庫アカデミー委員会～ボディーランゲージ～ 

第 2 回 財務・コンプライアンス会議 

第 2 回 正副・役員会議 

LOM 役員懇談会 

LOM 役員懇談会 

LOM 役員懇談会 

第 3 回 財務・コンプライアンス会議 

JC 兵庫県議連懇談会 

兵庫アカデミー委員会 スタッフ会議 
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2014.03.10 

2014.03.13 

2014.03.15 

 

 

2014.03.19 

2014.03.20 

2014.03.21 

2014.03.25 

2014.03.29 

2014.04.01 

2014.04.02 

2014.04.04 

2014.04.12 

2014.04.13 

2014.04.17 

2014.04.20 

2014.04.26 

2014.04.30 

2014.05.01 

2014.05.02 

2014.05.10 

2014.05.15 

2014.05.18 

2014.05.22 

2014.05.24・25 

2014.05.26 

2014.05.27 

2014.06.14 

2014.06.19 

2014.06.21 

2014.06.22 

2014.06.28 

2014.06.29 

2014.07.05 

2014.07.12 

2014.07.19 

2014.07.22 

2014.08.01 

2014.08.04 

2014.08.11 

2014.08.19 

2014.08.20 

2014.08.25 

2014.08.26 

2014.08.28 

2014.08.29 

2014.08.31 

2014.09.03 

2014.09.05 

2014.09.13 

2014.09.14 

2014.09.16 

2014.09.19 

丹波 

神戸 

 

 

三木 

美方 

豊岡 

淡路 

篠山 

明石 

南但 

伊丹 

淡路 

箕面 

龍野 

神戸 

明石 

宝塚 

神戸 

神戸 

 

赤穂 

三田 

相生 

赤穂 

香川・高知 

加古川 

神戸 

南但 

姫路 

三田 

尼崎 

姫路 

小野加東 

白浜田辺 

明石 

横浜 

篠山 

尼崎 

篠山 

加古川 

三木 

丹波 

川西 

丹波 

丹波 

川西 

淡路 

神戸 

丹波 

宝塚 

宝塚 

三木 

神戸 

LOM 役員懇談会（丹波・篠山） 

第 3 回 正副・役員会議 

第 2 回 兵庫アカデミー委員会～VMV セミナー～ 

公益社団法人日本青年会議所 会頭訪問 

LOM 役員懇談会 

LOM 役員懇談会（香住・美方・南但） 

第 2 回 会員会議所会議 

LOM 役員懇談会 

第 1 回 兵庫アカデミー事業～率先垂範～ 

LOM 役員懇談会 

第 4 回 財審・コンプライアンス会議 

LOM 役員懇談会（伊丹・川西） 

第 4 回 正副・役員会議 

近畿地区協議会 グローバル経済推進委員会事業 

LOM 役員懇談会 

第 3 回 兵庫アカデミー委員会～拡大セミナー～ 

第 3 回 会員会議所会議 

LOM 役員懇談会 

兵庫アカデミー委員会 スタッフ会議 

第 5 回 財審・コンプライアンス会議 

憲法タウンミーティング 

第 5 回 正副・役員会議 

LOM 役員懇談会 

一般社団法人相生青年会議所 50 周年記念式典 

LOM 役員懇談会 

第 2 回 兵庫アカデミー事業～協働～ 

LOM 役員懇談会 

第 6 回 財審・コンプライアンス会議 

第 6 回 正副・役員会議 

LOM 役員懇談会 

第 4 回 兵庫アカデミー委員会～ストイックヨガ～ 

一般社団法人尼崎青年会議所 55 周年記念式典 

第 4 回 会員会議所会議 

一般社団法人小野加東青年会議所 50 周年記念式典 

近畿地区大会 白浜田辺大会 

一般社団法人明石青年会議所 55 周年記念式典  

サマーコンファレンス 2014 

第 7 回 財務・コンプライアンス会議 

第 7 回 正副・役員会議 

第 1 回 兵庫アカデミー委員会 勉強会 

第 2 回 兵庫アカデミー委員会 勉強会 

第 3 回 兵庫アカデミー委員会 勉強会 

丹波市土砂災害復興支援 

第 5 回 兵庫アカデミー委員会～ロバート議事法～ 

第 8 回 財務・コンプライアンス会議 

丹波市土砂災害復興支援 

第 4 回 兵庫アカデミー委員会 勉強会 

近畿地区協議会 グローバル経済推進委員会 

兵庫ブロック協議会 知事討論会 

第 8 回 正副・役員会議 

兵庫ブロック協議会 50 周年記念式典 

兵庫ブロック協議会 ブロック大会 宝塚大会 

第 5 回 兵庫アカデミー委員会 勉強会 

第 6 回 兵庫アカデミー委員会 勉強会 
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2014.09.27 

2014.10.04 

2014.10.11 

2014.10.18 

2014.10.23 

2014.10.25 

2014.11.01 

2014.11.16 

2014,11.23 

2014.12.05 

三木 

姫路 

松山 

三田 

西宮 

加古川 

宝塚 

神戸 

淡路 

神戸 

第 3 回 兵庫アカデミー事業～千思万考～ 

第 9 回 正副・役員会議 

公益社団法人日本青年会議所 全国大会 松山大会 

第 5 回 会員会議所会議 

第 10 回 財務・コンプライアンス会議 

第 6 回 兵庫アカデミー委員会～拡大セミナーⅡ～ 

第 10 回 正副・役員会議 

第 6 回 会員会議所会議 

第 7 回 兵庫アカデミー委員会～最終章～ 

納会 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー委員会 

委 員  植野 泰幸 

この度、公益社団法人日本青年会議所兵庫ブロック協議会兵庫ア

カデミー委員会に出向させて頂きました。ＪＣ歴の浅いメンバーが

集う中で、様々な経験をし、多くの学びや気づきを得る機会となり

ました。またＬＯＭ内だけでは中々知り合うことの難しい他ロムの

方と委員会や事業を通じて交流することで、多くの友情を育むこと

もできました。この経験をこれからのＪＣ活動において、活かして

いきたいと思います。 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー委員会 

委 員  藤川 龍介 

本年度兵庫ブロック協議会、兵庫アカデミー委員会へ出向させて

頂きました。委員会は入会３年未満のメンバーで構成されており、

他 LOM の近い立場・年齢の方と一緒に委員会・事業を執り行うこと

で、新たな学びと気付き、そして多くの絆を得られる事が出来まし

た。また本年度は中村出向理事が委員長ということで、セクレタリ

ーの皆様と共に委員会運営に御尽力される姿を身近に見られた事は、

他の年度では得難い貴重な経験でありました。このような機会を与

えて頂いた事に感謝を申し上げ、出向報告と致します。 
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー委員会 中村委員長セクレタリー 

出田 裕重 

 一年という短い期間ではありましたが。多くの出会いと普段の

仕事や生活では触れることのない貴重な機会をいただきました。

兵庫未来は明るいと信じてやみません。今後ますますの発展を記

念いたします。一年間お世話になり本当にありがとうございまし

た。また、どこかでお会いしました時は宜しくお願い致します。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー委員会 中村委員長セクレタリー 

中田 勝文 

2014 年度、中村委員長のセクレタリーとして、一年間兵庫ブロ

ックへ出向させていただきました。LOM役員懇談会や会員会議所等

にご一緒させていただき、ブロックの役員の皆様や各地青年会議所

の方々と交流することができ、多くの経験、学びがあり良い機会を

得れました。 

一年間このような機会を与えていただき本当にありがとうござ

いました。 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー委員会 中村委員長セクレタリー 

三浦 義崇 

今年度、兵庫アカデミー委員会 中村委員長のセクレタリーとして

兵庫ブロック協議会に出向させていただきました。初めての出向で

あり、セクレタリーでしたので、当初は戸惑いばかりでしたが、中

村委員長を始め、出田セクレタリー、中田セクレタリー、アカデミ

ー委員会のメンバーに助けられ一年を乗り切ることが出来ました。

そして、多くの淡路 JC のメンバーからも支援をして頂きました。

多くの方の支えがあればこそ、出向ができるのだということを感じ

させていただきました。この経験を生かし、今後の JC 活動をより

充実したものにしたいと思います。一年間ありがとうございました。 
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

JC運動発信委員会 

委 員 有賀 雄一 

本年度、公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック

協議会 JC運動発信委員会に出向させていただきました。委員会で

はホームページ等での JC 運動の発信及び京都会議、サマーコンフ

ァレンスなどのブロックナイトの設営を主な事業として実施いた

しました。また、近畿地区白浜田辺大会、全国大会松山大会では兵

庫県の特産品を使用し共鳴おにぎり、粕汁を振る舞い、兵庫県の PR

を行いました。 

私自身、初めての出向ということもあり当初は緊張しておりまし

たが、丹波 JCの松浪委員長をはじめ、とてもよいメンバーに恵まれ、実りある 1年を過ご

すことができました。最後になりましたが、このような貴重な機会を与えて頂いたことに

感謝を申し上げ、出向者報告と致します。 

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

2013.11.23 

2014.1.15 

2014.1.25 

2014.1.25 

2014.2.8 

2014.3.11 

2014.5.17 

2014.6.23 

2014.7.5 

2014.7.19 

2014.8.27 

2014.9.14 

神戸ポートピアホテル 

喜作 

京都プリンスホテル 

京都プリンスホテル 

ポートピアホテル 

ホテルクレール日笠 

篠山市商工振興会館 

三田市キッピーモール 

田辺市扇ケ浜公園 

横浜ベイホテル東急 

川西市商工会館 

宝塚ホテル 

第 1回予定者委員会 

第１回委員会 

第２回委員会 

京都会議ブロックナイト 

第３回委員会 

第４回委員会 

第５回委員会 

第６回委員会 

近畿地区白浜田辺大会 

サマコンブロックナイト 

第７回委員会 

ブロック大会宝塚大会褒賞事業 
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

ブロック大会運営委員会 

委員 浅井 克也 

本年度、公益社団法人日本青年会議所近畿地区兵庫ブロック

協議会ブロック大会運営委員会に出向させていただきました。

柴田委員長のもと、式典やイベントの設営や運営手法について

多くのことを学び、また多くの友人を作ることができました。

大会当日の来場者は 10.000人を超え、淡路ＪＣからも多くの

メンバーが参加され、大会は大成功に終えることができました。今後この経験をＬＯＭ

に伝えていきたいと考えます。このような機会を与えてくださり本当にありがとうござ

いました。 

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

2013.11.23 

2014.2.1 

2014.2.8 

2014.4.5 

2014.5.17 

2014.9.9 

2014.9.13 

2014.9.14 

神戸ポートピアホテル 

加古川商工会議所 

神戸ポートピアホテル 

西宮市民会館 

三木市立教育センター 

宝塚ホテル 末広公園 

宝塚ホテル 

宝塚ホテル 末広公園 

予定者委員会 

第１回委員会 

第 2回委員会 

第 3回委員会 

第４回委員会 

第５回委員会 

第６回委員会 

ブロック大会宝塚大会 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

財務規則審査会議 

委員 寺岡 良祐 

本年度，兵庫ブロック協議会財務規則審査会議へ出向させて

いただきました。 

財務規則審査会議は，兵庫ブロック協議会の事業すべてに関

し，財政及びコンプライアンスの観点から稽査し，健全で適切

な事業の遂行を担保するという役割を担っています。 

同会議は，専ら各委員会から提出された資料を精査すること

により進行します。具体的な診査項目は，支出内容に照らして

費目は適切であるか，見積書の添付漏れはないか，映像や音楽

を使用する場合には著作権上の問題はないのか等です。これら
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診査事項は分厚いマニュアルにまとめられています。ただ，支出内訳を記載せねばなら

ない範囲等，ＬＯＭの遣り方とは異なった部分がありましたので，ブロックの形式に慣

れるまでに相当の時間を要しました。 

同会議に出向しているメンバーの意識は高く，年間を通じて交流を深めることができ，

ＬＯＭとは異なる考え方等を学ぶことができました。また，最後の委員会及び懇親会を

淡路島で行うことができたことが非常に印象に残っています。 

貴重な機会を与えていただいたことに感謝し，出向者報告と致します。  

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

2013.1.24 

2014.1.15 

2014.2.10 

2014.3.2 

2014.5.25 

2014.8.3 

2014.9.21 

2014.10. 

神戸ポートピアホテル 

兵庫県民会館 

神戸ポートピアホテル 

尼崎中小企業センター 

三田まちづくり協働センター 

豊岡市城崎地区公民館 

明石平和園 

淡路島観光ホテル 

第 1 回委員会 

第 2 回委員会 

第 3 回委員会 

第４回委員会 

第５回委員会 

第６回委員会 

第７回委員会 

第８回委員会 
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９. 監 事 報 告 

監事 上村 雄二郎  飛松 孝治 

 

 

 

 

 

本年、監事という役職をいただき、各事業が目的に沿ってなされているか、業務及

び財産の状況を責任をもって確認させていただきました。また、各会議においては今

までの経験を可能な限り皆様にお伝えすることが私たちの使命ととらえ、時には厳し

い意見を述べさせて頂きました。 

 一般社団法人淡路青年会議所のメンバーが何事にも真剣に挑戦し、淡路島の未来の

ために邁進して頂きますよう祈念申し上げ、監事報告とさせていただきます。 
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１０. 会 員 動 向 

１. 2013年度末会員数 

正会員  49名 特別会員   302名 準会員 5名 

 

２. 2014年度入会者 

新入会者名 推  薦  者 

小森 祐輔 川越 勇輔 時枝 弘記 寺岡 良祐 

後藤 宏暢 三倉 克仁 中田 勝文 池澄 泰彦 

滝本 拓之 有賀 雄一 中村 篤弘 藤井 宏昌 

竹田 良平 有賀 雄一 吉井 崇行 平川 智己 

吉田 光佑 横山 泰明 川越 勇輔 時枝 弘記 

安倍 則行 池澄 泰彦 平川 智己 中村 篤弘 

折田 修作 平川 智己 池澄 泰彦 有賀 雄一 

河野 崇志 平川 智己 池澄 泰彦 有賀 雄一 

増井 規顕 池澄 泰彦 川越 勇輔 中村 篤弘 

山形 兼一郎 平川 智己 池澄 泰彦 有賀 雄一 

木戸 隆一郎 中村 篤弘 池澄 泰彦 村田 泰志 

土井 孝浩 池澄 泰彦 三倉 克仁 浅井 克也 

廣田 欣也 池澄 泰彦 中村 篤弘 村田 泰志 

３. 2014年度会員数 

正会員 57名  特別会員 302名  

 

４. 2013年度退会者 

大畑 一也 

 

５. 2013年度休会者 

なし 

  

６. 2014年度物故会員 

国本 孝之  坂本 博彦  石見 弘美  斉藤 勝巳  泉 寿郎 
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７. 2014年度除名者 

磯村 浩史 

 

８. 2014年度卒業会員 

11名 

上村 雄二郎  岡本 義弘  片山 竜也  河井 義樹  北本 富士   

髙津 知也   飛松 孝治 西山 高右  廣井 公壽  三原 正行 

向内 英光 

９. 2014年度役員選考委員 

上村 雄二郎  向内 英光  原田 啓行  三倉 克仁  平川 智己 

中田 勝文   新家 春輝  時枝 弘記 
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１１. 2014年度 社団法人淡路青年会議所    

役員名簿 

理 事 長    原 田  啓 行   

直前理事長    向 内  英 光 

副理事長     廣 井  公 壽 

         平 川  智 己 

         飛 松  孝 治 

         三 倉  克 仁 

専務理事     髙 津  知 也 

理  事     池 澄  泰 彦 

         川 越  勇 輔 

         有 賀  雄 一 

         時 枝  弘 記 

         西 山  高 右 

         浅 井  克 也 

出向理事     中 村  篤 弘 

監  事     上 村  雄二郎 

         飛 松  孝 治 
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１２. 出向者一覧 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

 

 

出 向 先 役 職 出向者氏名 

 監査担当役員 上村 雄二郎 

 セクレタリー 法月 正義 

 セクレタリー 濵田 眞輔 

 セクレタリー 村田 泰志 

日本 JC連携推進委員会 副 委 員 長 三倉 克仁 

兵庫ビジョン創造委員会 副 委 員 長 時枝 弘記 

兵庫アカデミー委員会 委 員 長 中村 篤弘 

 委 員 植野 泰幸 

 委 員 藤川 龍介 

 セクレタリー 出田 裕重 

 セクレタリー 中田 勝文 

 セクレタリー 三浦 義崇 

JC運動発信委員会 委 員 有賀 雄一 

ブロック大会運営委員会 委 員 浅井 克也 

財務規則審査会議 委 員 寺岡 良祐 
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１３. 組織及び委員会構成 

 

 

 

 

 

 

2014年度　一般社団法人淡路青年会議所　組織図

村田　泰志

後藤　宏暢

池尻　明人

岸本　篤人

藤川　龍介

三原　正行

河井　義樹

新家　春樹

太田　達雄

濱田　眞輔

小森　祐輔

柴田　大介

高見　恵文

辰野　慶太

法月　正義

寺岡　良祐

理　事　長

原田　啓行

公室長

久米　基支

中田　勝文

藤井　宏昌

中村　篤弘

福富　健介 横山　泰明

委員長

副公室長

監　　　　事

上村　雄二郎

飛松　孝治

専　務　理　事

向内　英光

副委員長

浅井　克也

髙津　知也

川越　勇輔

出　向　理　事

議長 理事長公室 例会委員会

副　理　事　長

廣井　公壽

拡大戦略会議

池澄　泰彦

副　理　事　長

三倉　克仁

西山　高右

理　事　会

総　　　会

中村　篤弘

副　理　事　長

平川　智己

直前理事長　

三浦　義崇

北本　富士

岡本　義弘 植野　泰幸　

人間力育成委員会

時枝　弘記

社会開発委員会

有賀　雄一

LOM活性化委員会

滝本　拓之

竹田　良平

吉井　崇行

三原　聡

笹津　寛照

波戸　大樹

片山　竜也

吉田　光佑

出田　裕重
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１４. 褒   賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 帆 

中西 仁志 監事  飛松 孝治 副理事長 

原田 啓行  副理事長 向内 英光副理事長 

木原 慎陽 室長  池澄 泰彦 専務理事 

1．最優秀委員会賞  例会ｄｄｄ委員会 

2．優秀委員会賞     50周年特別委員会 

3．優秀事業賞      総務広報委員会 

             社団法人淡路青年会議所創立 50周年記念 

      わんぱく相撲淡路場所～心はひとつ あきらめない最後まで！～ 

   社会開発委員会 

             夢プロジェクト Awaji Dreams～夢の力が地域を変える！

～ 

4．最優秀会員賞     福富 健介（例会委員会） 

5．優秀会員賞      中田 勝文（交流委員会） 横山 泰明（例会委員会） 

6．最優秀新会員賞    浅井 克也（例会委員会） 

7．優秀新会員賞     時枝 弘記（理事長公室） 

8．LOM功労賞      理事長公室 

9．努力賞       交流委員会  拡大研修委員会 

10．出向者奨励賞    出口 利一  仲野 正倫 

11．例会出席奨励賞      上村 雄二郎 後藤 英範   上河 護     飛松 孝

治     

原田 啓行   向内 英光    木原 慎陽  池澄 泰

彦    

法月 正義   滝本 佳範  仲野 正倫  時枝 弘

記    

三原 聡      片山 竜也  廣井 公壽  岸本 篤

人    

中田 勝文  立木 健介  川越 勇輔   出口 利

一   

柴田 大介   福富 健介  齋藤 新太   美摩 武臣     

横山 泰明    浅井 克也  中村 篤弘  寺西 政

昭 

奥畑 政昭  大畑 一也  有賀 雄一  沖田 和

良 

長尾 泰宏                 計 33

名 

13．特別功労賞     畑野 信行 

14．卒業生感謝状  上村 雄二郎  岡本 義弘  片山 竜也  河井 義樹   

北本 富士  髙津 知也   飛松 孝治  西山 高右   

褒章委員会 原田 啓行 理事長  向内 英光 直前理事長 

上村 雄二郎 監事  飛松 孝治 監事 

廣井 公壽 副理事長   平川 智己 副理事長 

三倉 克仁 副理事長  髙津 知也 専務理事 

1．最優秀委員会賞       

2．優秀委員会賞         

3．優秀事業賞        

4．最優秀会員賞        

5．優秀会員賞      

6．最優秀新会員賞    

7．優秀新会員賞     

8．LOM功労賞       

9．出向者功労賞    

10．出向者奨励賞     

11．例会出席奨励賞    

 

 

 

 

 

 

12．特別功労賞          

13．卒業生感謝状         

人間力育成委員会 

例会委員会 

日本のふるさと淡路島～はじまりの地からのメッセージ～ 

植野 泰幸 

寺岡 良祐 

竹田 良平 

滝本 拓之 

拡大戦略会議   理事長公室 

中村 篤弘 

出田 裕重   中田 勝文   三浦 義崇 

浅井 克也   有賀 雄一   池澄 康彦   上村 雄二郎  

植野 泰幸   片山 竜也   川越 勇輔   髙津 知也   

滝本 拓之   竹田 良平   寺岡 良祐   時枝 弘記 

飛松 孝治   中田 勝文   中村 篤弘   西山 高右   

法月 正義   原田 啓行   平川 智己   廣井 公壽   

福富 健介   三浦 義崇   三倉 克仁   向内 英光 

村田 泰志   横山 泰明 

上村 雄二郎   向内 英光 

上村 雄二郎   岡本 義弘  片山 竜也 河井 義樹    

北本 富士   髙津 知也   飛松 孝治   西山 高右   

廣井 公壽   三原 正行   向内 英光 
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１５. 決 算 報 告 

賃借対照表 

2014年 12月 31日現在 

 
当年度　(第2期　） 前年度　(第1期　） 増減

Ⅰ資産の部

　１．流動資産
　　　現金預金 8,093,411 7,541,601 551,810
　　　未収金 0
　　　前渡金 0

8,093,411 7,541,601 551,810

　２．固定資産

　　（１）基本財産 0 0 0
0 0 0

　　（２）特定財産 0 0
0 0 0

　　（３）その他固定資産
　　　　　什器備品 232,862 386,649 △ 153,787
　　　　　有価証券 10,000 10,000 0
　　　　　敷金 300,000 300,000 0

542,862 696,649 △ 153,787

8,636,273 8,238,250 398,023

Ⅱ負債の部

　１．流動負債
　　　流動負債合計 0 0 0
　２．固定負債
　　　固定負債合計 0 0 0

0 0 0

Ⅲ正味財産の部 0

　１．指定正味財産 0 0 0

0 0 0

　２．一般正味財産 0
　　　（うち基本財産への充当額） 0 0 0
　　　（うち特定財産への充当額） 0 0 0

8,636,273 8,238,250 398,023

8,636,273 8,238,250 398,023

8,636,273 8,238,250 398,023

　　　　負　債　合　計

　　　負債及び正味財産合計

　　　指定正味財産合計

科     目

　　正味財産合計

　　　一般正味財産合計

　　　　　その他固定資産合計

　　　　　資  産  合 計

　　　　　特定財産合計

　　　　　基本財産合計

　 　 　流動資産合計
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正味財産増減決算書 

自 平成 26年 21月 21日 

至 平成 26年 12月 31日 

単位:円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１.　経常増減の部

（1）　経常収益

　①受取入会金 250,000 200,000 50,000

　　　　入会金 250,000 200,000 50,000

　②受取会費 7,990,000 4,620,000 3,370,000

　　　　正会員受取会費 7,840,000 4,560,000 3,280,000

　　　　その他受取会費 150,000 60,000 90,000

　③事業収益 2,253,000 1,127,000 1,126,000

　　　　受託事業収益 0 0 0

        登録料 1,838,000 1,121,000 717,000

　　　　その他事業収益 415,000 6,000 409,000

　④受取負担金 0 0 0

　⑤受取寄付金 300,000 620,000 △ 320,000

　　　　寄付金 300,000 620,000 △ 320,000

　⑥雑収益 13,124 15,472 △ 2,348

　　　　受取利息 1,448 723 725

　　　　受取配当金 500 500 0

        雑収益 11,176 14,249 △ 3,073

　　経常収益計 10,806,124 6,582,472 4,223,652

（2）　経常費用

　①事業費

　　　　給料手当 232,328 150,402 81,926

　　　　福利厚生費 30,202 20,304 9,898

　　　　会場費、賃借料 766,430 619,550 146,880

　　　　消耗品費 452,805 308,500 144,305

　　　　レンタル料 0 15,750 △ 15,750

　　　　食糧費 17,760 71,374 △ 53,614

　　　　減価償却費 34,723 39,087 △ 4,364

　　　　水道光熱費 56,531 31,256 25,275

　　　　支払手数料　 170,000 130,000 40,000

　　　　講師関係費 24,990 19,750 5,240

　　　　諸謝金 315,000 25,000 290,000

　　　　資料作成費 1,291,425 537,493 753,932

　　　　広告普及費　 135,844 237,579 △ 101,735

　　　　報告書作成費 200,799 2,247 198,552

　　　　旅費交通費 67,850 220,550 △ 152,700

　　　　交際費 1,739,400 1,259,630 479,770

　　　　保険料 13,890 16,020 △ 2,130

　　　　印刷製本費 708,054 391,155 316,899

　　　　通信運搬費 116,632 289,916 △ 173,284

　　　　支払負担金 11,000 11,000 0

　　　　雑費 17,652 19,770 △ 2,118

　　　　事業費　計 6,403,315 4,416,333 1,986,982

科　　　　　目 増 減当年度 前年度（9ヶ月間）
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　②　管理費

　　　　会議費 10,400 175,100 △ 164,700

　　　　給料手当 727,672 574,878 152,794

　　　　福利厚生費 94,771 75,871 18,900

　　　　渉外費 302,019 265,090 36,929

　　　　慶弔費 126,260 98,965 27,295

　　　　減価償却費 108,956 146,064 △ 37,108

　　　　消耗品費 280,997 299,091 △ 18,094

　　　　通信費 336,406 277,045 59,361

　　　　印刷製本費 20,746 45,883 △ 25,137

　　　　賃借料 773,500 603,500 170,000

　　　　光熱水料費 177,391 116,799 60,592

　　　　諸謝金 108,000 105,000 3,000

　　　　修理費 28,823 0 28,823

　　　　租税公課 22,552 1,050 21,502

　　　　雑費 80,994 38,718 42,276

　　　　管理費　　計 3,199,487 2,823,054 376,433

　③　負担金 0

　　　　JCI会費 55,566 0 55,566

　　　　日本JC会費 275,000 0 275,000

　　　　国際協力資金 89,425 0 89,425

　　　　近畿地区会費 90,200 0 90,200

　　　　兵庫ブロック会費 285,000 0 285,000

　　　負担金　計 795,191 0 795,191

　　　経常費用計 10,397,993 7,239,387 3,158,606

　　　当期経常増減額 408,131 △ 656,915 1,065,046

　2.経常外増減の部 0

（1）経常外収益 0 0 0

　　経常外収益計 0 0 0

（2）経常外費用 0 0 0

　　什器備品除却損 10,108 10,108

　　経常外費用計 10,108 0 10,108

　　当期経常外増減額 △ 10,108 0 △ 10,108

　　当期一般正味財産増減額 398,023 △ 656,915 1,054,938

　　一般正味財産期首残高 8,238,250 8,895,165 △ 656,915

　　一般正味財産期末残高 8,636,273 8,238,250 398,023

Ⅱ指定正味財産増減の部 0

　　　基本財産評価益 0 0 0

　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　指定正味財産期末残高 0 0 0

　Ⅲ　正味財産期末残高 8,636,273 8,238,250 398,023

科　　　　　目 増減当年度 前年度
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正味財産増減決算書 

自 平成 26年 21月 21日 

至 平成 26年 12月 31日 

単位:円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決算額 修正予算額 当初予算額 決算額
H26.1.1～H26.12.31 H26.1.1～H26.12.31 H26.1.1～H26.12.31 H25.1.1～H25.12.31

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１.経常増減の部

（1）経常収益

　①受取入会金 250,000 250,000 0 0 250,000 新入会員5名×￥50，000

　②受取会費 7,990,000 7,990,000 0 7,510,000 8,380,000

　　　　正会員受取会費 7,840,000 7,840,000 0 7,360,000 7,840,000 49名×￥160,000

　　　　その他受取会費 150,000 150,000 0 150,000 540,000 卒業生5名×￥30，000

　③事業収益 2,253,000 0 2,253,000 0 2,955,000

　　　　受託事業収益 0 0 0 0 0

         登録料 1,838,000 0 1,838,000 0 2,689,000 新年会・島まつり

　　　　その他事業収益 415,000 0 415,000 0 266,000 新年会お祝い・助成金

　④受取負担金 0 0 0 0 0

　⑤寄付金 300,000 0 300,000 0 620,000 OB会・卒業記念品

　⑥雑収益 13,124 1,500 11,624 1,500 16,473

　　　　受取利息 1,448 1,500 ▲ 52 1,500 1,724

　　　　配当金 500 0 500 0 500

         雑収益 11,176 0 11,176 0 14,249 日本JC還元金・預かり金返金

　　経常収益計 10,806,124 8,241,500 2,564,624 7,511,500 12,221,473

（2）経常費用

　①事業費

　　　　給料手当 72,400 72,400 0 72,400 70,000

　　　　福利厚生費 0 0 0 0 0

　　　　会議費　貸借料 519,930 592,080 ▲ 72,150 592,080 531,050

　　　　消耗品費 363,256 453,291 ▲ 90,035 453,291 491,212

　　　　レンタル料 0 0 0 0 15,750

　　　　食糧費 17,760 122,650 ▲ 104,890 122,650 71,374

　　　　人件費 0 7,000 ▲ 7,000 7,000 0

　　　　支払手数料　 170,000 60,000 110,000 60,000 485,000

　　　　講師関係費 24,990 41,700 ▲ 16,710 41,700 19,750

　　　　諸謝金 315,000 746,480 ▲ 431,480 746,480 25,000

　　　　資料作成費 1,291,425 371,747 919,678 371,747 739,727

　　　　広告普及費　 135,844 140,960 ▲ 5,116 140,960 239,028

　　　　報告書作成費 200,799 3,799 197,000 3,799 2,247

　　　　旅費交通費 67,850 450,000 ▲ 382,150 450,000 220,550

　　　　交際費 1,739,400 0 1,739,400 0 2,502,630

　　　　保険料 13,890 24,820 ▲ 10,930 24,820 16,020

　　　　印刷製本費 701,500 654,000 47,500 654,000 778,638

　　　　通信運搬費 9,425 12,263 ▲ 2,838 12,263 220,188

　　　　支払負担金 11,000 10,000 1,000 10,000 11,000

　　　　雑費 17,652 8,210 9,442 8,210 44,488

　　事業費計 5,672,121 3,771,400 1,900,721 3,771,400 6,483,652

科　　　　　目 備　　　　　考修正予算額との比較
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決算額 修正予算額 当初予算額 決算額
H26.1.1～H26.12.31 H26.1.1～H26.12.31 H26.1.1～H26.12.31 H25.1.1～H25.12.31

　②管理費

　　　　会議費 10,400 15,000 ▲ 4,600 15,000 231,800 総会ハガキ代

　　　　給料手当 887,600 887,600 0 887,600 890,000

　　　　退職給付引当金 0 0 0 20,000 0

　　　　福利厚生費 124,973 165,000 ▲ 40,027 165,000 123,174 雇用保険料・交通費

　　　　渉外費 302,019 365,000 ▲ 62,981 365,000 344,018 明石JCお祝い・褒賞・公式訪問・各種団体会費

　　　　慶弔費 126,260 150,000 ▲ 23,740 200,000 114,795

　　　　減価償却費 143,679 130,000 13,679 58,994 200,856

　　　　消耗品費 370,546 250,000 120,546 250,000 421,045 コピー用紙・トナー代

　　　　消耗什器備品費 0 0 0 0 0

　　　　通信費 443,613 505,000 ▲ 61,387 505,000 492,570 電話代・JCプレス送料他

　　　　印刷製本費 27,300 45,000 ▲ 17,700 45,000 109,040 年始の挨拶状

　　　　賃借料 1,020,000 1,020,000 0 1,020,000 1,020,000 ￥85，000×12ヶ月

　　　　光熱水料費 233,922 250,000 ▲ 16,078 250,000 219,908

　　　　諸謝金 108,000 100,000 8,000 100,000 105,000 税理士報酬

　　　　修理費 28,823 50,000 ▲ 21,177 50,000 37,149 コピー機修理代

　　　　租税公課 22,552 25,000 ▲ 2,448 25,000 3,598 印紙代・県民税

　　　　雑費 80,994 150,000 ▲ 69,006 150,000 78,743 新聞代

3,930,681 4,107,600 ▲ 176,919 4,106,594 4,391,696

　③負担金

　　　　JCI会費 55,566 55,566 0 52,164 43,708 ￥1，134×49名

　　　　日本JC会費 275,000 275,000 0 260,000 275,000 ￥30，000+￥5，000×49名

　　　　国際協力資金 89,425 89,425 0 83,950 89,425 ￥5×365日×49名

　　　　近畿地区会費 90,200 90,200 0 84,800 90,200 ￥2，000+￥1，800×49名

　　　　兵庫ブロック会費 285,000 285,000 0 270,000 285,000 ￥40，000+￥5，000×49名

795,191 795,191 0 750,914 783,333

　　　管理費計 4,725,872 4,902,791 ▲ 176,919 4,857,508 5,175,029

　　　経常費用計 10,397,993 8,674,191 1,723,802 8,628,908 11,658,681

　　　当期経常増減額 408,131 ▲ 432,691 840,822 ▲ 1,117,408 562,792

　2.経常外増減の部

（1）経常外収益

　　経常外収益計

（2）経常外費用

　　経常外費用計 10,108 0 10,108

　　経常外費用増減額

　　一般正味財産増減額 398,023 ▲ 432,691 830,714 ▲ 1,117,408 562,792

　　一般正味財産期首残高 8,238,250 8,238,250 0 7,675,458

　　一般正味財産期末残高 8,636,273 7,805,559 830,714 ▲ 1,117,408 8,238,250

Ⅱ正味財産期末残高 8,636,273 7,805,559 830,714 ▲ 1,117,408 8,238,250

科　　　　　目 備　　　　　考修正予算額との比較
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正味財産増減決算書 

自 平成 26年 21月 21日 

至 平成 26年 12月 31日 

単位:円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続1 継続2 その他事業

わんぱく相撲 社会開発 研修交流等

Ⅰ一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　　①受取入会金 250,000 250,000

　　　　　受取入会金 250,000 250,000

　　　②受取会費 7,990,000 7,990,000

　　　　　正会員受取会費 7,840,000 7,840,000

　　　　　その他受取会費 150,000 150,000

　　　③事業収益 2,253,000 2,253,000

　　　　　受託事業収益

　　　　　登録料 1,838,000 1,838,000

　　　　　その他事業収益 415,000 415,000

　　　④受取負担金 0 0

　　　⑤受取寄付金 300,000 300,000

　　　　　寄付金 300,000 300,000

　　　⑥雑収益 13,124 13,124

　　　　　受取利息 1,448 1,448

　　　　　配当金 500 500

　　　　　雑収益 11,176 11,176

　　　経常収益計 0 0 0 10,806,124 10,806,124

　２．経常費用

　　①事業費

　　　　給料手当 20,000 52,400 72,400 159,928 159,928 232,328 232,328

　　　　福利厚生費 2,604 6,769 9,373 20,829 20,829 30,202 30,202

　　　　会議・賃借料 21,250 230,500 251,750 514,680 514,680 766,430 766,430

　　　　消耗品費 16,064 65,789 81,853 370,952 370,952 452,805 452,805

　　　　食糧費 11,600 0 11,600 6,160 6,160 17,760 17,760

　　　　レンタル料 0 0 0 0 0 0 0

　　　　人件費 0 0 0 0 0 0 0

　　　　支払手数料 0 40,000 40,000 130,000 130,000 170,000 170,000

　　　　講師関係費 0 5,400 5,400 19,590 19,590 24,990 24,990

　　　　諸謝金 0 0 0 315,000 315,000 315,000 315,000

　　　　資料作成費 410 1,100,820 1,101,230 190,195 190,195 1,291,425 1,291,425

　　　　広告普及費 54,994 59,850 114,844 21,000 21,000 135,844 135,844

　　　　報告書作成費 0 200,000 200,000 799 799 200,799 200,799

　　　　旅費交通費 0 0 0 67,850 67,850 67,850 67,850

　　　　交際費 0 0 0 1,739,400 1,739,400 1,739,400 1,739,400

　　　　保険料 4,200 0 4,200 9,690 9,690 13,890 13,890

　　　　印刷製本費 13,540 61,905 75,445 632,609 632,609 708,054 708,054

　　　　通信費 9,652 26,211 35,863 80,769 80,769 116,632 116,632

　　　　支払負担金 10,000 0 10,000 1,000 1,000 11,000 11,000

　　　　水道光熱費 4,873 12,671 17,544 38,987 38,987 56,531 56,531

　　　　減価償却費 2,993 7,783 10,776 23,947 23,947 34,723 34,723

　　　　雑費 0 2,052 2,052 15,600 15,600 17,652 17,652

　　　　事業費　計 172,180 1,872,150 2,044,330 4,358,985 4,358,985 6,403,315 6,403,315

小計 小計
科　　　　　　目

実施事業等会計 その他会計

法人会計 内部取引消去 合　　計
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　　②管理費

　　　　会議費 10,400 10,400

　　　　給料手当 727,672 727,672

　　　　福利厚生費 94,771 94,771

　　　　減価償却費 108,956 108,956

　　　　渉外費 302,019 302,019

　　　　慶弔費 126,260 126,260

　　　　消耗品費 280,997 280,997

　　　　消耗什器備品費 0 0

　　　　賃借料　 773,500 773,500

　　　　通信費 336,406 336,406

　　　　印刷製本費 20,746 20,746

　　　　光熱水料費 177,391 177,391

　　　　諸謝費 108,000 108,000

　　　　修理費 28,823 28,823

　　　　租税公課 22,552 22,552

　　　　雑費 80,994 80,994

　　　　管理費　　計 0 0 0 0 0 3,199,487 3,199,487

　　③負担金

　　　　ＪＣＩ会費 55,566 55,566

　　　　日本ＪＣ会費 275,000 275,000

　　　　国際協力資金 89,425 89,425

　　　　近畿地区会費 90,200 90,200

　　　　兵庫ブロック会費 285,000 285,000

　　　負担金　　計 0 0 0 0 0 795,191 795,191

　　　　経常費用計 172,180 1,872,150 2,044,330 4,358,985 4,358,985 10,397,993 10,397,993

　　　　当期経常増減額 △ 172,180 △ 1,872,150 △ 2,044,330 △ 4,358,985 △ 4,358,985 408,131 408,131

　３．経常外増減の部

　　①経常外収益 0 0 0 0 0 0 0

　　　　経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0

　　②経常外費用

　　　　什器備品除却損  10,108 10,108

　　　　経常外費用計 0 0 0 0 0 10,108 10,108

　　　　経常外費用増減額 0 0 0 0 0 △ 10,108 0 △ 10,108

　　当期一般正味財産増減額 △ 172,180 △ 1,872,150 △ 2,044,330 △ 4,358,985 △ 4,358,985 398,023 0 398,023

　　一般正味財産期首残高 8,238,250 8,238,250

　　一般正味財産期末残高 △ 172,180 △ 1,872,150 △ 2,044,330 △ 4,358,985 △ 4,358,985 8,636,273 8,636,273

Ⅱ指定正味財産増減の部

基本財産評価益 0 0 0 0 0 0 0

　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0

　　指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0

　　指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0

　Ⅲ　正味財産期末残高 △ 172,180 △ 1,872,150 △ 2,044,330 △ 4,358,985 △ 4,358,985 8,636,273 8,636,273
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正味財産増減内訳表 

 

 

LOM活性化

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額小計 決算額小計 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

Ⅰ一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　　①受取入会金

　　　　　受取入会金 250,000

　　　②受取会費

　　　　　正会員受取会費 7,840,000

　　　　　その他受取会費 150,000

　　　③事業収益

　　　　　受託事業収益

　　　　　その他事業収益 415,000

　　　　　登録料 1,838,000

　　　④受取負担金

　　　⑤寄付金 300,000

　　　⑥雑収益

　　　　　受取利息 1,448

　　　　　配当金 500

　　　　　雑収益 11,176

      ⑦特別会計受入

　　　経常収益計 10,806,124

　２．経常費用

　　①事業費

　　　　給料手当 20,000 52,400 0 72,400 72,400
　　　　福利厚生費 0 0 0
　　　　会議費　賃借料 250,000 175,250 250,000 175,250 21,000 21,000 63,000 63,600 82,000 84,000 72,000 72,000 104,080 104,080 342,080 344,680 519,930
　　　　消耗品費 9,500 8,344 75,600 45,718 85,100 54,062 11,403 5,400 27,952 15,900 41,262 37,470 185,037 154,314 102,537 96,110 368,191 309,194 363,256
　　　　食糧費 14,520 11,600 100,000 0 114,520 11,600 8,130 6,160 8,130 6,160 17,760
　　　　レンタル料 0 0 0 0 0 0
　　　　人件費 7,000 0 7,000 0 0 0 0
　　　　支払手数料 30,000 40,000 30,000 40,000 30,000 130,000 30,000 130,000 170,000
　　　　講師関係費 5,400 5,400 5,400 5,400 5,250 0 16,050 16,350 15,000 3,240 36,300 19,590 24,990
　　　　諸謝金 440,000 0 440,000 0 300,000 300,000 6,480 15,000 306,480 315,000 315,000
　　　　資料作成費 410 410 125,000 1,100,820 125,410 1,101,230 798 820 234,798 167,476 4,078 4,078 820 9,208 5,843 8,613 246,337 190,195 1,291,425
　　　　広告普及費 40,960 54,994 100,000 59,850 140,960 114,844 21,000 0 0 21,000 135,844
　　　　報告書作成費 3,000 200,000 3,000 200,000 799 799 799 799 200,799
　　　　旅費交通費 350,000 0 350,000 0 100,000 67,850 100,000 67,850 67,850
　　　　交際費 0 0 0 1,739,400 0 1,739,400 1,739,400
　　　　保険料 7,000 4,200 10,000 0 17,000 4,200 3,250 7,820 6,440 7,820 9,690 13,890
　　　　印刷製本費 27,000 12,970 60,480 27,000 73,450 315,000 315,000 0 312,000 313,050 627,000 628,050 701,500
　　　　通信運搬費 400 410 1,000 2,182 1,400 2,592 480 406 10,143 6,181 240 246 10,863 6,833 9,425
　　　　支払負担金 10,000 10,000 10,000 10,000 1,000 0 1,000 11,000
　　　　雑費 210 3,000 2,052 3,210 2,052 0 0 5,000 15,600 5,000 15,600 17,652

小計 110,000 122,928 1,500,000 1,744,152 1,610,000 1,867,080 349,000 343,019 331,000 267,976 552,000 510,154 615,000 2,450,163 242,000 233,729 2,089,000 3,805,041 5,672,121

例会わんぱく相撲 計科目
実施事業会計 その他会計

法人会計社会開発事業 計 理事長公室 拡大戦略会議 人間力育成
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　　②管理費

　　　　会議費 10,400
　　　　給料手当 887,600

　　　　福利厚生費 124,973
　　　　減価償却費 143,679
　　　　渉外費 302,019
　　　　慶弔費 126,260
　　　　消耗品費 370,546
　　　　消耗什器備品費

　　　　賃借料　 1,020,000
　　　　通信費 443,613
　　　　印刷製本費 27,300
　　　　光熱水料費 233,922
　　　　諸謝費 108,000
　　　　修理費 28,823
　　　　租税公課 22,552
　　　　雑費 80,994

小計 0 3 ,930 ,681

　　③負担金

　　　　ＪＣＩ会費 55,566
　　　　日本ＪＣ会費 275,000
　　　　国際協力資金 89,425
　　　　近畿地区会費 90,200
　　　　兵庫ブロック会費 285,000

小計 0 795,191

　　　　経常費用計 4,725,872

　　　　当期経常増減額 408,131

　３．経常外増減の部

　　①経常外収益

　　　　経常外収益計 0

　　②経常外費用

　　　　什器備品除却損  10,108
　　　　経常外費用計 10,108

　　　　経常外費用増減額 ▲ 10,108

　　一般正味財産増減額 398,023

　　一般正味財産期首残高 8,238,250

　　一般正味財産期末残高 8,636,273

Ⅱ正味財産期末残高 8,636,273
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2014年度 事業収益明細一覧 

自 2013年 14月 11日 

至 2013年 12月 31日 

単位:円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年度寄付金収入明細一覧 

款 中科目 事業名 合計 金額（１人当り） 参加人数 小計 返金 担当委員会 備考

事業収益 受託事業収益

小計 0

登録料 新年会 1,410,000 15,000 94 1,410,000 0 ＬＯＭ活性化委員会

会員交流事業 188,000 4,000 47 188,000 0 ＬＯＭ活性化委員会 淡路島まつり大会　出立

会員交流事業 240,000 5,000 48 240,000 0 ＬＯＭ活性化委員会 淡路島まつり大会　交流会

0
0
0

小計 1,838,000 1,838,000 0
その他事業収益 新年会 215,000 215,000 0 ＬＯＭ活性化委員会 お祝い

助成金 社会開発事業 200,000 200,000 0 社会開発委員会 一般財団法人淡路島くにうみ協会

小計 415,000 415,000

合計 2,253,000

寄付金 寄付金 0
一般寄付金 150,000 OB会

150,000 卒業生記念品5名×￥30，000

小計 300,000

合計 300,000
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2014年度財産目録 

 

2014年 12月 31日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金　　額 摘　　要

現金・預金 8,093,411

現　　　　　　　　金 0

淡路信用金庫/本町支店　/ 普通預金 798,878 №０４５４８６５

4,950,654 №０３００２０６

500,064 №０３１９８１３

120,014 №０３１９８２１

152 №０３２１０１２

1,723,649 №０７４９０１２

有価証券 10,000

淡路信用金庫　　出資証券 10,000
額面50円　200口
№２１９４２

合　　　　　計

合　　　　　計

淡路信用金庫/本店営業部/普通預金

〃

〃

淡路信用金庫/本町支店　/ 普通預金

科　　　　　目

〃
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財務諸表による個別注記 
  

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　　　　（１）　固定資産の減価償却方法

　　　　　　　有形固定資産・・・・法人税法の規定により、平成１９年３月３１日以前に取得した物は旧定率法、

　　　　　　　　　　　　平成１９年４月１日以後に取得した物は、定率法によっています。

　　　　（２）　消費税等の会計処理

　　　　　　　消費税等の会計処理は、　税込方式によっています。

　　　　（３）　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　　　　移動平均法による原価法を採用しております。

２．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

　　　　　　　固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末帳簿残高は、次のとおりであります。

科　　　目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

エアコン 510,000 499,795 10,205

パーテーション 271,950 247,744 24,206

ファックス 202,160 0 廃棄除却 

コピー機 493,500 493,499 1

コピー機 472,500 274,050 198,450

合　　　計 1,950,110 1,515,088 232,862

*廃棄除却損　10,108円
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１６. 監 査 報 告 

一般社団法人淡路青年会議所 

 代表理事 原田 啓行 殿 

 

 私たち監事は、平成２６年１月１日から平成２６年１２月３１日までの事業年度の理

事の職務の執行に関して、本監査報告を作成し、以下のとおり報告いたします。 

 

１．監査の方法及びその内容 

 私たち監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整

備に努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職

務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧

し、法人事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、

当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。 

 さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算関係

書類（貸借対照表、正味財産増減計算書、財務諸表に対する注記及びこれらの附属明細

書）について検討いたしました。 

 

２．監査の結果 

 （１）事業報告等の監査結果 

   一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い法人の状況を正しく示 

     しているものと認めます。 

   二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重 

     大な事実は認められません。 

 （２）計算関係書類の監査結果 

    計算関係書類は、法人の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正 

    に表示してしるものと認めます。 

   

平成２６年１２月２９日 

                         一般社団法人淡路青年会議所 

                       

監事   上村 雄二郎    印 

                  

   監事   飛松 孝治     印 
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１７. 資 料 

 

 

1.各事業別写真 

2.新聞記事切抜 
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１7．資料 事業写真 

1月例会～新たな羅針盤を手に入れる～・第 2回定時総会 2014年 1月 15日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年会 2014年 1月 15日（水） 
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１８．資料 事業写真 

2月例会～今こそ拡大の刻～2014年 2月 12日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月例会～新たなる自分を切り拓く～2014年 3月 12日（水） 
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淡路 JC説明会 2014年 3月 18日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LOM役員懇談会 2014年 3月 25日（火） 
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4月例会～自ら燃える心を持つ～ 2014年 4月 9日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修事業～Pride of Awaji Jaycee～ 2014年 4月 18日（金） 
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１８．資料 事業写真 

第 20回記念大会わんぱく相撲淡路場所 2014年 5月 5日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月例会～団結せよ！組織力は委員会から～ 2014年 5月 14（水） 
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１８．資料 事業写真 

6月例会～“まちづくり”温故知新～ 2014年 6月 11日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年度わんぱく相撲兵庫ブロック大会 2014年 6月 15日（日） 
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１８．資料 事業写真 

7月例会～一票に未来を託して～ 2014年 7月 9日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淡路島まつりおどり大会～みんなで広げよう交流の輪～ 2014年 8月 2日（土） 
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１８．資料 事業写真 

8月例会～次代を担う Jayceeとなれ！～ 2013年 8月 6日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月例会～継続と発展の絶対条件～ 2014年 9月 10日（水） 
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１８．資料 事業写真 

淡路 JC説明会（後期） 2014年 9月 17日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月例会～時を超えて受け継がれるもの～ 2014年 10月 8日（水） 
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１８．資料 事業写真 

日本のふるさと淡路島～はじまりの地からのメッセージ～ 2014年 10月 26日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月例会～Jaycee精神の継承～ 2014年 11月 12日（水） 
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１８．資料 事業写真 

12月例会～新たなる旅路へ～ 2014年 12月 10日（水） 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 1月 21日 産経新聞 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 2月 4日 産経新聞 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 3月 4日 産経新聞 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 4月 2日 産経新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 4月 8日 産経新聞 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 4月 9日 神戸新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 5月 6日 産経新聞 
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2014年 5月 6日 神戸新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 5月 6日 読売新聞 
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2014年 5月 8日 産経新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 6月 3日 産経新聞 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 6月 17日 産経新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 7月 5日 産経新聞 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 8月 5日 産経新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 9月 2日 産経新聞 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 9月 12日 神戸新聞 
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2014年 9月 15日 産経新聞 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 10月 7日 産経新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 10月 24日 産経新聞 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 10月 27日 神戸新聞 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 11月 27日 産経新聞 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 11月 4日 産経新聞 
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１８．資料 新聞記事 

2014年 12月 2日 産経新聞 
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一 般 社 団 法 人 

淡 路 青 年 会 議 所 

  

 

２０１５年度 
 

事業計画書 

 

2015年1月1日～12月31日 
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一般社団法人淡路青年会議所 

2015年度 スローガン 

 

 

淡路島 NEXT STAGE 
～革新が伝統を創る～ 

 

 

 

 

2015年度 理事長 

平川 智己 
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１．理 事 長 所 信 

 

 

はじめに 

 

1949 年、明るい豊かな社会の実現を理想とし、責任感と情熱をもった青年有志により日

本の青年会議所（JC）運動は始まりました。この淡路においても 1963年｢淡路はひとつ｣の

理念のもと淡路 JCは誕生し、53年目を迎えます。今日まで先輩諸兄から受け継がれてきた

JC 運動の意義や目的、想いや情熱を絶やすことなく次代に引き継がなければなりません。

忘れてはならないもの、これからやっていかなければならないことを明確に指し示し、活

動していくことを約束します。また急激な時代の流れに恐れず、勇気を持って立ち向かう

べく積極的な議論をし、行動することが淡路島の今後を担う我々にとって必要であると考

えます。 

 

 

Jayceeとして 

 

 青年会議所に所属できるのは 20歳から 40歳までの限られた期間です。その限られた時

の中で単年度制ならではの様々な役職を経験することにより多くの気づきや学びを得る事

ができます。まず、そこで絶対に忘れてはならないものは、今まで先輩諸兄が｢奉仕・修練・

友情｣の三信条のもと創られてきた伝統です。まちづくりの先駆者としてイニシアティブを

はかっていくためには、過去の JC運動の意義や目的、情熱をもう一度深く理解することが

不可欠です。同時に、現在の社会的、経済的な困難に恐れず立ち向かっていく中でしか

Jayceeとしての資質を磨くことができないものと考えます。机上の話ではなく高い志をも

って外に向け「まず行動する」ことで、より多くのことを得、成長できることと確信しま

す。 

 

 

志の共有 

 

 ｢一人ひとりの力が重なり合う事によって世の中が変化する｣、｢メンバーそれぞれの環境、

考え方は違っていても、淡路に対する想いは同じである｣、そのことを再確認し、同じ意識

を共有できる場が全メンバーの集う例会です。例会の運営においては、年間を通して各委

員会がしっかりとしたテーマを持ち、委員会相互の関連性を持つことで JC活動の足元を固

めることができると考えます。また自分の与えられた役割を誠心誠意まっとうすることが、

心に響く有意義な時間を創りだすこととなり、メンバーおのおのの成長に繋がるものと確

信します。 
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未来のために 

 

 少子高齢化が進む淡路島において、活発な子どもたちの存在は、まちを明るく、そして

私たちに大きな活力を与えてくれます。子どもの健全育成において、親や多くの友達はも

ちろん、地域の大人とのふれあいは非常に大切なプロセスです。その中で、社会性や協調

性を学び、思いやりや信頼する心を育むことができるからです。しかしながら、現在の子

どもたちは家庭環境や学校生活も変化してしまい、親、友達、地域の大人たちとの繋がり

も希薄になっているように感じます。そこで、我々はより多くの子どもたちが地域ととも

にあることを考え、この淡路島の恵まれた自然から醸成されたコミュニティだからこそ、

育める人と人との関わりを実感できる場を提供します。そして子どもたちが郷土を愛し、

たくましく成長することが淡路島の未来に繋がると考えます。 

 

 

発信力の拡大 

 

 会員の減少また会員数の伸び悩みといったところは、各地青年会議所でも抱えている重

大な問題の一つです。そして淡路 JCにおいても同様にこの問題を抱えております。実際に

私が入会した頃より会員数が大幅に減少しており、活動の幅が狭まっていることをひしひ

しと実感しています。この問題に真剣に取り組んでいかなければ、淡路 JCという組織自体

が衰退していきかねません。また、拡大の捉え方として、単純に人数を増やすという考え

方ではなく、それぞれの知識、ネットワーク、スキルをもった会員が集まることで生まれ

る｢組織が持つ力を拡大する｣という観点が必要です。あらゆる可能性を考慮し、一人でも

多くの同志とともに我々の想いを広く島民に伝えることが出来るよう、メンバー全員で情

報共有し、一丸となる体制づくりが必要であると考えます。 

 

 

これからの淡路島 

 

 世界でいちばん人気のある国として、ここ数年、日本は海外から注目を浴びています。

東日本大震災での対応、オリンピック誘致を決めたことなどが挙げられますが、自分の国

より日本が好きだと答える外国人が存在するほどの理由はどこにあるのでしょうか。今ま

では古風な文化の国と他国からは評価はされていましたが、そこには日本人が日本を愛す

る理由は見出されていませんでした。しかし昨今、パスポートの自由度の高さから信用、

信頼を得て、ツーリストとしても世界一位ということもあり、行儀、作法等の文化が国際

的に認められてまいりました。また食文化、ものづくりについては日本人の勤勉さ、器用

さが評価されています。 

淡路島は地政学的にも日本の縮図と言えます。日本列島と同様、淡路島は海に囲まれ、
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山があり、「島」ならではの独自性が風土を育み、調和のとれた魅力ある地域を形成して

きました。現在、国際社会において、日本のアイデンティティーは評価されています。だ

からこそ、淡路島のアイデンティティーを大きな視野でとらえ、国際社会における淡路島

の強みを明らかにすることが今後の淡路島の発展に繋がると考えます。淡路島は本州と四

国をつなぐ「島」であり、阪神間の経済圏からも近いといった立地条件を活かすことで、

国際社会に能動的に対応できる先進的なモデル都市になりえる可能性があるものと考えま

す。本年度、我々といたしましては海外目線の日本をよく理解したうえで、淡路島の価値

を明確にするとともに幅広く発信し、国際社会に対ししっかりと存在意義を示してまいり

ます。そうする事で、日本ひいては国際的にも際立った存在感を放つ地域になる事を確信

します。 

 

 

さいごに 

 

｢明るい豊かな淡路島｣を実現するために 

設立当初より受け継がれてきた淡路青年会議所としての誇りを持ち、忘れてはならないも

のと、これからやっていかなければならないものを追求しよう。そして何事にも怖れず、

力強く行動しよう。苦しいくらいお互い積極的な関わりを持とう。単年度制の JC活動なら

ではの結果を確実に導きだす必要があり、その積み重ねこそが｢明るい豊かな淡路島｣の実

現に繋がることを確信します。 
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２．基 本 方 針 

 

一.  伝統を踏まえ、勇気をもって挑戦しよう 

 

一.  恐れず、遠慮せず互いにぶつかり合おう 

 

一.  不可能から入らず、まず可能性から考えよう 
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３．副 理 事 長 抱 負 

副理事長  有賀 雄一  浅井 克也  中田 勝文  甚尾 篤弘 

一般社団法人淡路青年会議所のメンバーとして、必ず胸に秘めているのは「明るい豊か

な淡路島」という輝かしい未来像であると考えます。先輩諸兄が築き上げてこられた 52年

の歴史や伝統を継承し、各委員会が理事長の指し示す方向性を見失わずに与えられた役割

を全力で取り組んでいけるよう、三役間の意思統一を図り各委員長と情報共有していく必

要があります。 

先ずは副理事長の立場を考え、今日まで JC活動を通じ培ってきたことをメンバーに出し

惜しみなく伝えていく必要があります。委員長の殆どが初理事ということもあり、やる気

に満ち溢れる半面、手探り状態でのスタートであるに違いありません。そのような中でも

活き活きと活動できるようにするのも我々三役の担いであると考えます。淡路 JCとしての

変えてはならない伝統、そして今後のために変えていくべき事柄を見極め、メンバー全員

が与えられた役割をしっかりと認識し JC活動に邁進できるようサポートをいたします。ま

た JCの三信条「奉仕・修練・友情」を基本とし、三役関係並びに委員長が密接に関わり行

動することによって、個々の成長へ繋がるようにいたします。JC 活動で重要なのは積極的

変化であり、先ずは我々三役が積極的に関わることによって、周りへインパクトを与え変

化を促してまいります。三役として委員長任せにするのではなく、責任を感じ行動するこ

とで各委員会の活動を有意義なものにし理事長の指し示す方向へと導いてまいります。 

副理事長という立場をいただき、新たなフィールドでの活動となりますが、理事長の指

し示す方針をメンバー全員が理解し JC活動に邁進できるようサポートを行うことで「明る

い豊かな淡路島」の実現に繋がるものと確信します。 

 

基本方針 

1．三役間の意思統一を図り情報共有を行います。 

 

2．先輩諸兄から受け継いだＪＣ哲学をしっかりと伝えます。 

 

3．積極的に関わり、理事長の指し示す方向へ導きます。 
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４．専 務 理 事 抱 負 

専務理事 三倉 克仁 

 

我々一般社団法人淡路青年会議所は「明るい豊かな淡路島」

を実現するために、日々活動しています。これまで先輩諸兄か

ら受け継がれてきた想いを継承するとともに、時代とともに変

えるべきものをしっかりと見極めて行動していかなければいけ

ません。急激な時代の変化に流されないよう、メンバー同士が

真剣に議論し勇気をもって行動することができる組織にしていく必要があります。 

情報化が急激に進んでいる時代だからこそ、人間関係が希薄にならないようメンバー同

士の関わりを大切にし、理事長が指し示す方向へと導くために LOM全体の連絡調整を行い

ます。専務理事として三役間での情報共有や意思の疎通を図り、委員会やメンバー全員ま

で伝わるよう気を配ることで、円滑な組織運営に繋がっていくと考えます。そして、理事

会の設営に関しても重要な業務のひとつであり、理事会が効率よく本質的な議論が行われ

るよう、メンバーが法人格を持つ組織の一員である自覚を持ち、定款、運営規則、コンプ

ライアンスの遵守を図り、真剣に議論できる環境を整えます。組織の根幹を支える重要な

役割であることを十分認識し責任感を持って、メンバー全員に我々の活動や運動の意義や

目的を浸透させます。また、他 LOMや特別会員、関係諸団体と連絡調整を行うことも専務

理事の重要な役割のひとつであります。他 LOMや特別会員などと連携を密にし、迅速に有

益な情報共有を図ることで、メンバーにとってより活動の幅が広がっていくと考えます。 

専務理事としての役割を全うし組織運営を円滑に行い、メンバー全員が JC 活動並びに

JC運動に誇りを持って行動することで、理事長が掲げる未来となり、ひいては「明るい豊

かな淡路島」の実現に繋がると確信いたします。

 

基本方針 

1．LOM全体に気を配り、理事長が指し示す方針を浸透させます。 

 

2．メンバー同士が真剣に議論できる環境を整えます。 

 

3．円滑な組織運営に努めます。 
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５．監 事 抱 負 

監事  原田 啓行  池澄 泰彦   

 

組織が抱える課題や問題点は、形は変われどこれまでと同様に存在します。長引いた景

気の低迷やそれに伴う経済の疲弊などにより、メンバーの減少やまちづくりへの参加意識

の低下が起こり、ここ近年、組織の経験不足が顕著になってまいりました。しかしながら、

当青年会議所の存在意義は、明るい豊かな社会の実現であり、組織の問題で歩みを止める

わけにはいきません。53回目の挑戦にあたり、監事として、これまで培ってきた経験や知

識、そして、諸先輩方から受け継いできた哲学を、惜しむことなくメンバーの皆様方に伝

えて参ります。同時に、時代に呼応したフレッシュな考え方を否定することなく、むしろ、

それらが素晴らしい形で実現できるようサポート役に努めます。その際に苦言を呈するこ

ともあるかもしれませんが、皆様方には一定のご理解、そしてご容赦をいただきながら一

年間全うして参る所存です。短い間ですが、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

基本方針 

1．第三者の立場として、客観性を持った目線から的確なアドバイスを行います。 

2．青年会議所メンバーとしてのあるべき姿を追求し、指導いたします。 
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６．公室長・委員長事業計画並びに予算及び役割業務 

 

理事長公室 

公室長  波戸 大樹 

 

スローガン 

 

TRY NEXT 

 

我々は、「明るい豊かな淡路島」の実現に向け、率先して行

動する団体としてあり続けていかなければなりません。そのた

めには、理事長の所信に基づいた各事業が、目的を達する上で

円滑な組織運営を心がける必要があります。そこで理事長公室

として基礎的業務を迅速かつ確実に行い、積極的な議論ができ

る環境を整え、組織をサポートすることが重要と考えます。 

組織が円滑に進むための重要な位置付けである理事長公室は、理事長の秘書的業務や専

務理事の補佐、理事会・三役会の設営等、決められたことを確実に遂行することであり、

円滑な会議運営のために事前準備を確実に行うことは、必要不可欠な務めであります。組

織の現状を常に把握し、正確な情報を迅速に発信することで、理事長・三役そして各委員

会とのファシリテーター役として、理事長の掲げる所信に基づいた組織となるよう全力で

サポートいたします。また、常に各委員会の置かれている状況を把握することで、お互い

の感じ方・考え方を知り、認め合うことに繋がり組織がより強固なものになり得ます。今

後の JC運動の発信力を今まで以上に高めていくには、ともに活動する仲間を一人でも多く

募り、入会に導く必要があります。そのためには、会員拡大活動を LOM全体の課題として

取り組み、メンバー同士の会員拡大活動に関する情報共有を図れるようにするとともに、

「奉仕・修練・友情」の三信条を基に活動していることを入会候補者に伝えるように努め

ます。 

お互いの想いを共有し率先してコミュニケーションを図り、各委員会との架け橋になる

ことにより、円滑な組織運営ができ、メンバーの一体感が高まることで、「明るい豊かな

淡路島」の実現につながると確信いたします。
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事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額（円) 備考 

会員名簿の作成 

 

 

前期入会候補者説明会 

 

 

後期入会候補者説明会 

2月 

 

 

3月 

 

 

9月 

会員名簿の発行 

 

 

入会候補者説明会の

企画・設営及び運営 

 

入会候補者説明会の

企画・設営及び運営 

正会員 

特別会員 

 

正会員 

入会候補者 

 

正会員 

入会候補者 

330,000 

 

 

28,000 

 

 

28,000 

 

   合計 386,000  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・理事長の秘書的業務及び   

専務事の補佐 

・入会案内冊子作成 

・会員名簿及び名刺の作成 

・一般庶務事項及び発送文書の 

管理 

・財務に関する処理及びコスト 

ダウンの調査 

・渉外業務全般 

・年会費・入会金の調査 

・会費の徴収 

・事務局全般にわたる業務及び   

管理 

・理事会の設営及び議事録の  

作成 

・三役会の設営 

・通信案内簿及び諸記録の整理 

・ゴルフ同好会・卒業ゴルフコン 

ペの開催 

・会員拡大に関する業務 

・公室活動の記録保存 

・全事業への参加協力 

・理事長諮問に関する答申業務 

通年 

 

1月 

2月 

2月 

通年 

 

通年 

 

通年 

前期・後期 

通年 

 

通年 

 

通年 

通年 

通年 

 

通年 

通年 

通年 

通年 

 

 

 

会員名簿 2015年 2月、名刺 2014年 11月 
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例会委員会  

委員長 植野 泰幸 

 

スローガン 

率先垂範 

 

「JC活動の基盤は例会にあり」 今、一般社団法人淡路青年

会議所は JC歴の浅いメンバーの割合の増加、例会出席率の低下

など多くの課題があります。このような中で、組織の底上げや

活性化を図るためにも JC 活動の基盤である例会がより重要で

あります。このために今一度、メンバーの例会に対する参加意

識を高め、資質向上を図ることが必要不可欠であると考えます。 

先ずは、JC活動の基盤を盤石とするために先輩諸兄が培ってきた細部まで洗練された例

会設営をしっかりと行っていきます。また、当委員会が先頭をきり毎月の例会や事業を通

じ、各委員会と積極的に連携し関わり合いを持つことによって、より活発的な意見交換の

場となるよう、出席しやすい環境を整えていきます。本年度、当委員会として高い意識こ

そが行動力の源であることに重点を置き、企画・運営を行っていきます。「意識が変われ

ば行動が変わる」と言われるようメンバーのモチベーションの向上に努め、情熱や使命感

を兼ね備えた率先垂範の精神を育んでいきます。そのために、今私たちの取り巻く社会の

中で何が求められているのかをしっかり捉え調査・研究し目的を定め、様々な角度から多

くの学びや気付きを得られる例会とすることにより、メンバーの貴重な時間を有意義なも

のにいたします。さらに、対内だけではなく対外に向けた広い視野での例会を創出するこ

とで、一般社団法人淡路青年会議所を島民に対して広く発信する機会となり、会員拡大の

一助へすると共に地域の活性化に繋げていきます。 

 本年度の例会を通じ、メンバーが相互に切磋琢磨しながら一人ひとりの資質が向上する

ことは、組織全体の活性化となり、ひいては「明るい豊かな淡路島」の実現に繋がると確

信いたします。
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事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額（円) 備考 

例会の企画・運営 

 

 

 

 

 

1・4・6・

8・9月 

例会の企画・運営 正会員 

準会員 

408,000 

 

 

   合計 408,000  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・運営（5回） 

 

 

・例会の設営 

 

 

・例会欠席者へのアテンダンス案

内及びフォロー 

 

 

・会員拡大に関する業務（関連委

員会との連絡調整） 

 

 

・委員会活動及び事業の記録保存 

 

 

・全事業への参加協力 

 

 

・理事長諮問に関する答申業務 

 

 

1・4・6・

8・9月 

 

通年 

 

 

通年 

 

 

 

通年 

 

 

 

通年 

 

 

通年 

 

 

通年 

 

 

例会の企画・運営 
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社会開発委員会  

委員長 時枝 弘記 

 

スローガン 

信念を貫き、果敢に挑む！ 

 

都市部に人口が集中することにより、淡路島も地方と呼

ばれる他の地域と同じく少子高齢化や雇用不足といった諸

問題を抱えています。しかし、他のどの地域にも真似るこ

とのできない魅力がこの淡路島にはあります。その魅力を

再認識し、発信を行い、淡路島の発展や活性化させるため

の行動を起こすことが我々の使命であります。「淡路はひ

とつ」の理念を基に、未来を切り拓く気概を持ち行動いたします。 

淡路島が日本国内のみならず、国際社会においてその存在を示す時にきています。しか

し、現状は淡路島の存在意義の重要性や、その価値の理解度は個人によってばらつきがあ

ります。何故ならば、近隣に大都市があることや、気候風土にも恵まれていること、食物

等の天然資源も豊富であり、産業も揃っていることなど、今すぐに我々の生活が窮するこ

とは考えにくい状況であるからです。その結果、存在意義を意識せずとも生活が成り立ち、

見過ごされています。過去は、島国であるという利点を活かしつつ、他の文化を融合させ

ながらも独立性を持った地域として存在していました。だからこそ素晴らしい価値と成り

得るものが今なお残っています。このような状況の中、我々が取るべきスタンスは、現在

から未来を見るだけではなく、悠久の過去から未来を見据え行動することが大切です。様々

な価値がある中、基軸を定め、行動することの重要性を訴え、淡路島が一体となる未来を

描き、その魅力を国内外に捉われず幅広く発信することが、今後の社会において淡路島の

存在を示すことになり、更なる発展へと繋がります。 

先人達が残してくれた貴重な価値を活かし、他のどんな地域も真似ることのできない魅

力を最大限に発信することこそが、「明るい豊かな淡路島」の実現に繋がるものと確信い

たします。
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事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額（円) 備考 

 

社会開発事業 

 

 

 

12月例会 

 

 

 

 

7月 

 

 

 

12月 

 

社 会 開 発事 業 の 企

画・設営及び運営 

 

 

例会の企画・設営及び

運営 

 

正会員 

準会員 

 

 

正会員 

準会員 

 

1,500,000 

 

 

 

100,000 

 

会場設営費等 

講師関係費等 

資料作成費等 

 

会場設営費等 

消耗品費等 

 

   合計 1,600,000  

 

役割業務 実施月 業務内容 

 

・社会開発事業の企画・設営及び

運営 

 

 

・例会の企画・設営及び運営（１

回） 

 

 

・例会欠席者へのアテンダンスの

案内及びフォロー 

 

 

・会員拡大に関する業務（関連委

員会との連絡調整） 

 

 

・委員会活動及び事業の記録保存 

 

 

・全事業への参加協力 

 

 

・理事長諮問に関する答申業務 

 

 

 

 

 

7月 

 

 

 

12月 

 

 

 

12月 

 

 

 

通年 

 

 

 

通年 

 

 

通年 

 

 

通年 

 

 

 

 

 

社会開発事業の企画・設営及び運営 

 

 

 

例会の企画・設営及び運営 
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青少年育成委員会  

委員長 横山 泰明 

 

スローガン 

「繋がり」が未来を創る！！ 

 

いつの時代も子どもたちの存在はまちを明るくし、活力を

与えてくれます。少子高齢化、人口減少など多く問題を抱え

る淡路島ですが、まぎれもなく将来の淡路島を背負って立つ

のは今を生きる子どもたちであり、我々、大人はその子ども

たちに対し、多くの気づきや学びの場を提供することで、こ

の淡路島に対し活力を与え続けることが必要不可欠であると

考えます。 

幼少期において学校生活を離れ、普段接する事のない多くの人と触れ合うことは子ども

の成長過程において、社会性や協調性を学び、思いやりや信頼する心を育むために重要で

あります。しかしながら近年の子どもたちは塾や習い事で時間に追われ、遊べる空間も制

限され、仲間と過ごせる機会が減少しているのが現状です。この時代の変化に伴い子ども

たちのコミュニケーションも WEBや携帯電話などの便利で手軽なツールを利用したものへ

と変化してまいりました。しかしこれらのコミュニケーション形態は本来あるべき人と人

との関わり方を表しているのではなく、子どもたちに必要と考えるコミュニケーションと

は人と人との対面・対話により、話す相手の表情や態度から相手が何を伝えたいか、自分

が何を伝えたいかを直接的に五感で感じ取るものであります。そこで、当委員会では青少

年事業を通じて子どもたちに時間、空間を与えることにより仲間と繋がれる触れ合いの場

を創造し、本質的なコミュニケーションの実践を行うことで学びや気付きを与えることの

できる事業を実施いたします。 

人と人との繋がれる触れ合いの場を創造することで心の豊かさを育み自分の個性を表現

できる次代を担う子どもたちが増えることは「明るい豊かな社会」の実現に繋がると確信

いたします。 
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事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施

月 

内容 対象者 予算額（円) 備考 

わんぱく相撲の企画・設営及び運

営 

 

青少年育成事業の企画・設営及び

運営 

 

例会の企画・設営及び運営 

 

5月 

 

 

8月 

 

 

10月 

わ ん ぱ く相 撲 の 企

画・設営及び運営 

 

青少年育成の企画・運

営及び運営 

 

例会の企画・設営及び

運営 

淡路島在

住小学生 

  

淡路島在

住小学生 

 

正会員 

 

110,000 

 

 

200,000 

 

 

21,000 

会場設営等 

 

 

会場設営等 

 

 

会場設営等 

   合計 331,000  

 

役割業務 実施

月 

業務内容 

・わんぱく企画・設営及び運営 

 

・青少年育成事業の企画・設営及

び運営 

 

・例会の企画・設営及び運営 

 

・例会欠席者へのアテンダン

スの案内及びフォロー 

 

・会員拡大に関する業務（関連委

員会との連絡調整） 

 

・委員会活動及び事業の記録保 

 

・全事業への参加協力 

 

・理事長諮問に関する答申業務 

 

5月 

 

8月 

 

 

10月 

 

通年 

 

 

通年 

 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

わんぱく相撲の企画・設営及び運営 

 

青少年育成事業の企画・運営及び運営 

 

 

例会の企画・設営及び運営 
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会員交流委員会  

委員長 竹田 良平 

 

スローガン 

一歩前へ！～踏み出す先に確かな成長～ 

 

「参画意識なくして組織活性はならず」会員交流委員会では

交流事業を通じ、メンバーの JC活動への参画意識向上、ならび

にメンバー間の関わりを強化することが最優先課題であると考

えます。昨年度は多くの新入会員がメンバーとなり、また多く

の経験あるメンバーが卒業された今、LOM 内の関わり、繋がり

を今一度深め、様々な活動への参画意識向上のもと、能動的な

行動力をもった自己成長を図ることが命題であります。 

本年度、当委員会では新年会の企画運営、淡路島まつりおどり大会への参加を中心とし

た会員の交流事業を担っております。新年会では、事業に向けて、メンバー全員がおもて

なしの精神の理解、ならびに積極的に行動するきっかけづくりの場を事前に設け、事業に

おいて新年度の体制ならびに方針をお披露目すると共に、来賓へのおもてなしを恙なく行

います。また、淡路島まつりおどり大会においては、メンバー同士がより深く関われるよ

う一体感のある事業運営に務めます。そして、今年度は若いメンバーが多くなる中、その

フレッシュさを最大限活かし、組織を活性化できるような交流活動をすすめていきます。

年齢・経験の浅いメンバーが知らない、わからないから躊躇するのではなく、何事にも失

敗を恐れず、知らない、わからないからこそチャレンジ、行動できる自己形成が必要であ

ると考えます。その第一歩はまず、志を同じうするメンバー間の繋がりが必要不可欠であ

り、その繋がりを強固なものにするためにも、当委員会が率先して、メンバーの参画意識

の向上に繋がる交流の場を設け、各々が相互的に自己成長できるよう努めます。 

メンバー一人ひとりが交流を通じ、相互的な自己成長を成せば、組織としてさらなるス

テージへ繋がり、そして何より一般社団法人淡路青年会議所が活性化することこそが「明

るい豊かな淡路島」の実現に繋がるものと確信しております。
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事業計画並びに予算及び役割業務 

 

役割業務 実施

月 

業務内容 

・新年会の企画・設営及び運営 

 

・例会の企画・設営及び運営 

 

・淡路島まつりおどり大会の企

画・設営及び運営 

 

・例会欠席者へのアテンダン

スの案内及びフォロー 

 

・公的出向の際の LOMナイトの 

 設営及び運営 

 

・会員拡大に関する業務（関連

委員会との連絡調整） 

 

・委員会活動及び事業の記録保 

 

・全事業への参加協力 

 

・理事長諮問に関する答申業務 

1月 

 

5月 

 

8月 

 

 

通年 

 

 

通年 

 

 

通年 

 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

新年会の企画・設営及び運営 

 

例会の企画・運営及び運営 

 

淡路島まつりおどり大会の企画・設営及び運営 

 

 

 

 

 

LOMナイトの設営 

事業計画 実施

月 

内容 対象者 予算額

（円) 

備考 

新年会の企画・設営及び運営 

 

 

 

例会の企画・設営及び運営 

 

 

淡路島まつりおどり大会の企

画・設営及び運営 

 

1月 

 

 

 

5月 

 

 

8月 

新年会の企画・設営及

び運営 

 

 

例会の企画・運営及び

運営 

 

淡路島まつりおどり

大会の企画・設営及び

運営 

正会員・

特別会

員・来

賓・他 LOM 

 

正会員 

 

 

正会員・

特別会

員・来

賓・他 LOM 

250,000 

 

 

 

66,000 

 

 

189,000 

会場設営等 

 

 

 

会場設営等 

 

 

会場設営等 

   合計 505,000  
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絆づくり・研修委員会  

委員長 藤井 宏昌 

スローガン 

共走共汗 ～新たなる絆を求めて～ 

 

我々の活動は半世紀以上の歴史を刻み、「淡路はひとつ」の理

念の基、明るい豊かな淡路島を創造し尽力してきました。時代を

動かすも、経済を動かしていくも全ての原動力は人間の心にある

と考えます。自らが行動していくことに対する気概を持ち、青年

らしく何事にも恐れず努力し続ける事で、自ずと新たな学びと楽

しみを発見することができます。その上で、青年らしく率先して行動することが重要であ

ると考えます。 

本年度、当委員会では、「互いの心を理解する」をテーマに活動をしていきます。何事

にもこれで終わりというゴール地点はどこにもなく、努力し続ける限り無限に進歩できる

可能性を誰しもが秘めております。だからこそ一年間、皆で事を成していくためにも、先

ずはこの JCというステージで一人ひとりが人間錬成を行い、積極的な行動力や心を磨く機

会が必要であります。例会では、人間としての最大の目的を追求し、学びと楽しみ溢れる

企画を実施し一体感を図っていきます。また絆づくり事業では、苦楽を共にその先にある

高いゴールを目指し、メンバー同士の絆を深められる企画を行います。結果として、人と

の価値観を共有でき、個々の行動を変化させるよい機会を作ることができます。また目先

の事だけではなく新たな視野を持つこともできれば、正しい判断ができ、メンバー相互の

理解を深め、真の友情に発展することは間違いありません。そして、担いの一つである理

事会を体験する機会を設け、またその後のフォローをしていくことで組織運営と方向性の

共有、気づきの場となるようしっかりと働きかけに努めます。 

未来に向かって行動していく仲間と共に絆を深め、事業を成し遂げていく為にも各々が

魅力あふれる人財へと成長することが、組織の発展へ繋がり、ひいては「明るい豊かな淡

路島」の実現に繋がると確信致します。 
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事業計画並びに予算及び役割業務 

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営（2

回） 

 

・例会欠席者へのアテンダンス 

の案内及びフォロー 

 

・理事会ウォッチングの企画・設

営 

 

・絆づくり事業の企画・設営及び

運営 

 

・会員拡大に関する業務（関連委

員会との連絡調整） 

 

・委員会活動及び事業の記録保存 

 

・全事業への参加協力 

 

・理事長諮問に関する答申業務 

2・11月 
 

 

通年 

 

 

通年 

 

 

6月 

 

 

通年 

 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

・2月例会・11月例会の企画・設営及び運営 

  

 

 

 

 

 

 

・絆づくり事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額（円) 備考 

例会の企画・設営及び運営 

 

絆づくり事業 

 

 

2・11月 

 

6月 

 

 

例会の企画及び運営 

 

絆づくり事業 

 

 

メンバー 

 

メンバー 

 

55,000 

 

94,000 

 

会場設営費 

 

会場設営費 

 

   合計 149,000  
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総務広報委員会   

委員長 三浦 義崇 

スローガン 

有志竟成～志を共有し、明日へ繋げる～ 

 

一般社団法人淡路青年会議所が地域に根ざした運動を展開し

続けるためには、社会に対して常に情報を発信し、地域での存

在感を示すことが重要です。そして、時代が変われども、変わ

ることのない我々の理念をもとにした活動や想いをメンバーと

共有し、その結果得られた活動内容や想いをより多くの方々の

もとへ発信し、知っていただけるようにすることが必要です。 

今年度、当委員会では「総務」と「広報」という二つの役割をいただきました。「総務」

では、総会の設営及び運営の役割を担わせていただくなかで、組織運営の要となる情報と

方向性をメンバー一人ひとりが共有できるよう、資料の整備と発信を確実かつ迅速に行い

ます。「広報」では、我々の活動を理解し把握できるような広報であるとともに、担当メ

ンバーの想いや苦労を掲載し、LOM メンバーが一体感を感じられる広報誌を目指します。

そして、ホームページの管理・運営では、現在利用しているメディアを活用し、老若男女

関わらず、分かりやすく興味を持てるようなホームページ作りを行います。情報が溢れか

えっている現代社会では、常に新しい情報を発信し続けなければ、私たちが発信したい情

報が埋もれてしまいます。そこで、多くの方から我々の行っている活動に対する理解と協

力が得られるよう、的確なタイミングで、必要とする情報発信を積極的に行います。その

結果、さまざまな方に、一般社団法人淡路青年会議所を知っていただくことへと繋げてい

きます。 

LOM メンバー一人ひとりが同じ情報を共有し、一体感ある LOM へなるよう、尽力致しま

す。そして、我々の活動を多くの方に認識いただき、JC運動が広く深く浸透することに貢

献することが「明るい豊かな淡路島」を実現することへ繋がると確信いたします。
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事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施

月 

内容 対象者 予算額

（円） 

備考 

ホームページの管理・運営 

 

対内広報誌の発行 

 

総合資料の作成 

兵庫ブロック公式訪問及び役員懇

談会の企画・設営及び運営 

 

 

例会の企画・設営及び運営 

 

総会の設営及び運営 

 

通年 

 

通年 

 

2月 

2月 

 

 

 

3・7月 

 

1・8・

12月 

ホームページの管理運営 

JCプレスの発行 

 

PDFデータ及び CD—R 

兵庫ブロック公式訪問資

料作成、役員懇談会の企

画・設営及び運営 

例会の企画・設営及び運営 

総会資料の作成及び議事

録の作成 

 

正会員 

一般 

正会員 

特別会員 

正会員 

正会員 

ブロック

団 

 

正会員 

準会員 

正会員 

 

148,000 

 

 

320,000 

 

1,000 

47,000 

 

 

 

101,000 

 

0 

 

ホームページ

制作費 

 

 

保存用 

 

 

 

 

例会設営費、講

師料 

一般会計会議

費 

   合計 617,000  

 

役割業務 実施

月 

業務内容 

・例会の企画・設営及び運営（2

回） 

・例会欠席者へのアテンダンスの

案内及びフォロー 

・2015年度総合資料の作成 

・総会の設営及び運営、総会資料

及び議事録の作成 

・選挙管理委員会の設置 

・対内広報誌の発行 

・ホームページの管理運営 

・褒賞に関する報告書作成及び褒

賞委員会企画・設営及び運営 

・LOM 事業の記録及び保存のため

の取材活動 

・兵庫ブロック公式訪問資料作成、

役員懇談会の企画設営及び運営 

・会員拡大に関する業務 

・委員会活動及び事業の記録保存 

・全事業への参加協力 

・理事長諮問に関する答申業務 

3・7月 

 

3・7月 

 

2月 

1・8・

12月 

7月 

通年 

通年 

12月 

 

通年 

 

2月 

 

 

通年 

通年 

通年 

例会の企画・設営及び運営 

 

 

 

総合資料の作成 

総会の設営及び運営、総会資料及び議事録の作成 

 

選挙管理委員会の設置 

対内広報誌の発行 

ホームページの管理運営 

褒賞に関する報告書作成及び褒賞委員会の企画、設営及び運営 

 

 

 

兵庫ブロック公式訪問資料作成、役員懇談会の企画設営及び運営 
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７．出 向 者 抱 負 

公益社団法人日本青年会議所  

JCプログラム実践委員会 

 甚尾 篤弘 

 

公益社団法人日本青年会議所 JCプログラム実践委員会へ出向さ

ていただくことになりました。当委員会へは 2度目の出向となりま

す。私自身、日本のトレーナー登録していることもあっての出向と

なりますが、志同じうする日本各地のメンバーと共に切磋琢磨し自

己の成長、LOMに寄与できるよう努めます。ご支援、ご協力よろし

くお願いします。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所  

地域グループ 地域再興会議 

吉井 崇行 

 

公益社団法人日本青年会議所 地域グループ 地域再興会議に

出向させて頂くことになりました。地域から日本を再興させるため

の会議です。この出向を通じて、地域の資源を活かした地域の再興

について知見を広め、情報等をＬＯＭに持ち帰り役立てたいと考え

ています。皆様のご支援ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会  

地域活力推進委員会 

川越 勇輔 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会 地域活力推

進委員会に出向させて頂く事になりました。役割としては地域の

魅力を発信する地区大会でのメインフォーラム、公開討論会、会

員拡大、ホームページの更新等と多岐に渡っております。近畿と

いう大きな枠組みで物事を考え行動するよい機会を与えていた

だいたことに感謝しております。しっかりと一年間活動を行い、一つでも多くのことを LOM

に持ち帰ってきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

書 記 

藤川 龍介 

兵庫ブロック協議会 書記に出向させていただくことになりま

した。諸会議の設営や議事録作成など、運営の補佐的な役割が主

になります。淡路 JCからの出向という自覚を持ち、LOMでの活動

にその経験を反映できるよう頑張りたいと思います。一年間よろ

しくお願い致します。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

日本 JC連携推進会議 

中田勝文 

本年度、日本 JC連携推進会議に出向させて頂くことになりました。 

私自身このような事業を担当する会議に出向するのは、大変有意義

なことであると感じております。この出向を通じて今までとは違っ

た広い視野をで見ていくよう頑張って参ります。 

そして淡路青年会議所のメンバーとして恥じない活動をして参り

たいと思ってますので皆様のご支援ご協力のほどよろしくお願いい

たします。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫の未来創造委員会 

横山泰明 

 

本年、公益社団法人日本青年会議所近畿地区兵庫ブロック協議会 

兵庫の兵庫未来創造委員会に出向させて頂くことになりました。役

割としては、青少年事例発表・JC カップ兵庫予選大会運営・防災

ネットワーク強化の三つの事業を行います。より良い事業になる一

助となるべく精一杯頑張って参ります。そして、LOMへ何か一つで

も持って帰り、伝えることができるように全ての会議に出席して参

ります。 
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

アカデミー委員会 

竹田 良平 

 この度、兵庫アカデミー委員会に出向させて頂くことになりまし

た竹田です。アカデミー委員会ではまず、JCの基礎を身に着け、セ

レモニーの大切さ、心構えをしっかり学び、研修・事業を通じて主

導力を持った地域リーダーとなりえる素地を身につけ、そして地域

において市民を魅了する人材になれるよう努力してまいります。さ

らに他LOMのメンバーと交流を深め今後のJC活動に活かしたいと考

えております。LOM を代表して事業に取り組んでいきますので、ご

指導、ご鞭撻の程、宜しくお願い致します 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

アカデミー委員会 

滝本 拓之 

この度、兵庫アカデミー委員会に出向させていただくことになり

ました。初めての出向で少し不安がありますが、今後の JC活動をよ

り良いものにしスキルアップをする機会だと思っています。 

また他 LOMの方々とも積極的に交流を深め自分自身に無いものを学

び今後に繋げる 1年間にしていきたいと考えています。何かと至ら

ない私ですが 1年間宜しくお願いいたします。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

アカデミー委員会 

折田 修作 

 この度、兵庫アカデミー委員会に出向させていただくことになり

ました。 

社会人として、スキルアップをするまたとないチャンスだと思って

おります。また、他 LOM の方々との交流を深め、楽しみながら、自

己の精進へ繋げていきたいと思っております。残りわずかな JC生活

ですが、一年間頑張ってまいりますので、メンバー諸兄のご指導、

ご鞭撻よろしくお願いします。 

  



 

 

 

Ｂ 

- 120 - 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

JC運動発信委員会 

三浦 義崇 

 この度、JC運動発信委員会に出向させていただくことになりまし

た。広報およびブロックナイト、ブロック大会のブース出展等の役

割を担っている委員会です。出向先では多くの事を学ばせて頂き、

委員長を盛り上げれるように頑張りたいと思います。また、去年に

引き続きの出向ですので、より多くのものを LOMへ持ち帰れるよう

にしなければならないと考えております。一年間どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

ブロック大会運営委員会 

藤井 宏昌 

ブロック大会運営委員会に出向させていただくことになりました。

今年度は加古川の地で開催となっております。委員長をはじめ熱い

メンバーが多く、学ぶべき点も数多くあるように感じております。

ここで培った経験を LOM へ持ち帰り、メンバーにしっかりお伝えし

たいと思います。1 年間頑張って参りますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

財務規則審査会議 

植野 泰幸 

本年度、兵庫ブロック協議会 財務規則会議に出向させていた

だくことになりました。ブロックの委員会から上程される議案

を財政面、コンプライアンス面で審査していきます。他 LOMの

方々と交流し、一年間の経験を淡路 JCに持ち帰り、フィードバ

ックできるよう頑張りますのでどうぞよろしくお願いします。 
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８．正味財産増減予算 

自 2015年  1月 1日 

至 2015年 12月31日 

 

単位：円 

 

修正予算額 当初予算額 決算額

H27.1.1～H27.12.31 H27.1.1～H27.12.31 H26.1.1～H26.12.31

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１.経常増減の部

（1）経常収益

　①受取入会金 0 0 250,000

　②受取会費 7,770,000 7,530,000 7,990,000

　　　　正会員受取会費 7,440,000 7,200,000 7,840,000 43名×\160,000、7名×80,000

　　　　その他受取会費 330,000 330,000 150,000 卒業生11名×\30,000

　③事業収益 0 0 2,253,000

　　　　受託事業収益 0 0 0

        登録料 0 0 1,838,000

　　　　その他事業収益 0 0 415,000

　④受取負担金 0 0 0

　⑤寄付金 0 0 300,000

　⑥雑収益 1,500 1,500 13,124

　　　　受取利息 1,500 1,500 1,448

　　　　配当金 0 0 500

　　　　雑収益 0 0 11,176

　　経常収益計 7,771,500 7,531,500 10,806,124

（2）経常費用

　①事業費

　　　　給料手当 102,400 72,400 72,400

　　　　福利厚生費 0 0 0

　　　　会議費　賃借料 907,900 907,900 519,930

　　　　消耗品費 531,732 531,732 363,256

　　　　レンタル料 0 0 0

　　　　食糧費 112,000 112,000 17,760

　　　　人件費 7,000 7,000 0

　　　　支払手数料 160,000 160,000 170,000

　　　　講師関係費 10,800 10,800 24,990

        謝礼金 738,000 738,000 315,000

        資料作成費 280,030 280,030 1,291,425

　　　　広告普及費 232,880 232,880 135,844

　　　　報告書作成費 10,799 10,799 200,799

　　　　旅費交通費 220,000 220,000 67,850

　　　　交際費 0 0 1,739,400

　　　　保険料 30,590 30,590 13,890

　　　　印刷製本費 649,000 649,000 701,500

　　　　通信運搬費 18,691 18,691 9,425

　　　　支払負担金 11,000 11,000 11,000

　　　　雑費 75,578 75,578 17,652

　　事業費計 4,098,400 4,068,400 5,672,121

科　　　　　目 備考
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                                    単位：円 

 

修正予算額 当初予算額 決算額

H27.1.1～H27.12.31 H27.1.1～H27.12.31 H26.1.1～H26.12.31

　②管理費

　　　　会議費 10,000 10,000 10,400

　　　　給料手当 867,600 897,600 887,600

　　　　退職給付引当金 0

　　　　福利厚生費 155,000 155,000 124,973 交通費・雇用保険料

　　　　渉外費 200,000 200,000 302,019 褒賞\60,000+各種登録\78,000　

　　　　慶弔費 200,000 200,000 126,260

　　　　減価償却費 140,000 60,000 143,679

　　　　消耗品費 550,000 450,000 370,546 コピー用紙・トナー他

　　　　消耗什器備品費 0 0 0

　　　　通信費 450,000 520,000 443,613 電話代・JCプレス送料等

　　　　印刷製本費 30,000 60,000 27,300

　　　　賃借料 1,020,000 1,020,000 1,020,000 \85,000×12ヶ月

　　　　光熱水料費 250,000 250,000 233,922

　　　　謝礼金 100,000 100,000 108,000 税理士報酬

　　　　修理費 50,000 50,000 28,823

　　　　租税公課 25,000 25,000 22,552 印紙代・県民税（\22,000)

　　　　雑費 100,000 100,000 80,994 新聞代等

　　　　特別会計繰出金

　　　　事務局整備引当金

小計 4,147,600 4,097,600 3,930,681

　③負担金

　　　　JCI会費 63,000 56,700 55,566 \1,260×50名

　　　　日本JC会費 280,000 255,000 275,000 \30,000+\50,00×50名

　　　　国際協力資金 91,250 82,125 89,425 \5×365日×50名

　　　　近畿地区会費 92,000 83,000 90,200 \2,000+\1,800×50名

　　　　兵庫ブロック会費 290,000 265,000 285,000 \40,000+\5,000×50名

小計 816,250 741,825 795,191

　　　管理費計 4,963,850 4,839,425 4,725,872

　　　経常費用計 9,062,250 8,907,825 10,397,993

　　　当期経常増減額 △ 1,290,750 △ 1,376,325 408,131

　2.経常外増減の部

（1）経常外収益

　　経常外収益計 0 0 0

（2）経常外費用

　　経常外費用計 0 0 10,108

　　経常外費用増減額

　　一般正味財産増減額 △ 1,290,750 △ 1,376,325 398,023

　　一般正味財産期首残高 8,636,273 7,777,757 8,238,250

　　一般正味財産期末残高 7,345,523 6,401,432 8,636,273

Ⅱ正味財産期末残高 7,345,523 6,401,432 8,636,273

科　　　　　目 備考
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 単位：円 

科目 予算額 科目 予算額
事業収入 386,000 会場費　賃借料 43,200

消耗品 10,800
食糧費 0

人件費 0

支払手数料 0
講師関係費 0
諸謝金 0

資料作成費 1,000
広告普及費 0

報告書作成費 0
旅費交通費 0
交際費 0

保険料 0
印刷製本費 324,000

通信運搬費 0
支払負担金 0

雑費 0

予備費 7,000
小計 386,000 小計 386,000

事業収入 408,000 会場費　賃借料 107,000
消耗品 43,200
食糧費 0

人件費 0
支払手数料 0

講師関係費 0

諸謝金 150,000
資料作成費 5,240

広告普及費 0
報告書作成費 0
旅費交通費 90,000

交際費 0
保険料 0

印刷製本費 0
通信運搬費 246
支払負担金 0

雑費 0

予備費 12,314

小計 408,000 小計 408,000
事業収入 1,600,000 会場費　賃借料 429,000

消耗品 98,000

食糧費 100,000
人件費 7,000

支払手数料 30,000

講師関係費 0
諸謝金 500,000

資料作成費 120,820
広告普及費 120,000
報告書作成費 10,000

旅費交通費 100,000
交際費 0

保険料 0
印刷製本費 0
通信運搬費 8,000

支払負担金 0
雑費 30,000

予備費 47,180
小計 1,600,000 小計 1,600,000

事業収入 331,000 会場費　賃借料 44,000

消耗品 64,200
食糧費 12,000
人件費 0

支払手数料 0
講師関係費 0

諸謝金 50,000
資料作成費 2,050
広告普及費 112,880

報告書作成費 0

旅費交通費 0

交際費 0
保険料 10,000

印刷製本費 13,000

通信運搬費 910
支払負担金 10,000

雑費 0
予備費 11,960

小計 331,000 小計 331,000

理事長公室

社会開発

例会

青少年育成

委員会名 収入の部 支出の部 備考
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単位：円 

 

事業収入 505,000 会場費　賃借料 105,200

消耗品 167,200
食糧費 0

人件費 0
支払手数料 130,000
講師関係費 0

諸謝金 18,000
資料作成費 2,000
広告普及費 0

報告書作成費 0
旅費交通費 0

交際費 0
保険料 15,550

印刷製本費 0

通信運搬費 7,239
支払負担金 1,000

雑費 45,578
予備費 13,233

小計 505,000 小計 505,000

事業収入 149,000 会場費　賃借料 115,600
消耗品 16,200

食糧費 0
人件費 0

支払手数料 0

講師関係費 5,400
諸謝金 0

資料作成費 2,460
広告普及費 0
報告書作成費 0

旅費交通費 0
交際費 0

保険料 5,040
印刷製本費 0
通信運搬費 0

支払負担金 0
雑費 0
予備費 4,300

小計 149,000 小計 149,000
事業収入 617,000 会場費　賃借料 63,900

消耗品 21,600
食糧費 0
人件費 0

支払手数料 0
講師関係費 5,400

諸謝金 20,000
資料作成費 146,460
広告普及費 0

報告書作成費 799
旅費交通費 30,000

交際費 0
保険料 0

印刷製本費 312,000

通信運搬費 2,296
支払負担金 0

雑費 0
予備費 14,545

小計 617,000 小計 617,000

事業収入 3,996,000 会場費　賃借料 907,900
消耗品 421,200

食糧費 112,000
人件費 7,000

支払手数料 160,000

講師関係費 10,800
諸謝金 738,000

資料作成費 280,030

広告普及費 232,880
報告書作成費 10,799

旅費交通費 220,000
交際費 0
保険料 30,590

印刷製本費 649,000
通信運搬費 18,691

支払負担金 11,000
雑費 75,578
予備費 110,532

合計 3,996,000 合計 3,996,000

会員交流

絆づくり・研修

全体

総務広報
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９．2015年度 一般社団法人淡路青年会議所 

役 員 名 簿 
 

 

【理   事   長】     平 川  智 己 

【直 前 理 事 長 兼 監 事】     原 田  啓 行 

【監     事】     池 澄  泰 彦 

【副 理 事 長】     有 賀  雄 一   

浅 井  克 也   

              中 田  勝 文 

                     甚 尾  篤 弘 

【専 務 理 事】     三 倉  克 仁 

【出 向 理 事】     川 越  勇 輔   

 吉 井  崇 行 

【理     事】     植 野  泰 幸 

  竹 田  良 平   

時 枝  弘 記 

波 戸  大 樹  

藤 井  宏 昌    

三 浦  義 崇 

横 山  泰 明 
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１０．出向者一覧 

 
公益社団法人日本青年会議所  

出 向 先 役 職 出向者氏名 

JCプログラム実践委員会 委 員 甚尾 篤弘 

地域再興会議 委 員 吉井 崇行 

 
 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会  

出 向 先 役 職 出向者氏名 

地域活力推進委員会 委 員 川越 勇輔 

 

       
公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会  

出 向 先 役 職 出向者氏名 

 書 記 藤川 龍介 

日本ＪＣ連携推進会議 委 員 中田 勝文 

兵庫未来創造委員会 委 員 横山 泰明 

兵庫アカデミー委員会 委 員 竹田 良平 

兵庫アカデミー委員会 委 員 滝本 拓之 

兵庫アカデミー委員会 委 員 折田 修作 

ＪＣ運動発信委員会 委 員 三浦 義崇 

ブロック大会運営委員会 委 員 藤井 宏昌 

財務規則審査会議 委 員 植野 泰彦 

 
 



 

 

 

Ｂ 

- 127 - 

１１．組織及び委員会構成 

 

副　理　事　長

浅井　克也

福富　健介 寺岡　良祐

社会開発委員会

時枝　弘記

総務広報委員会

三浦　義崇

絆づくり・研修委員会

藤井　宏昌

理事長公室 例会委員会

副　理　事　長

中田　勝文

副　理　事　長

甚尾　篤弘

理　事　会

総　　　会

監　　　　事

池澄　泰彦

原田　啓行

専　務　理　事 副　理　事　長

有賀　雄一

太田　達雄 折田　修作

委員長

副公室長

三倉　克仁

波戸　大樹

木戸隆一郎

公室長

副委員長

植野　泰幸

青少年育成委員会 会員交流委員会

横山　泰明 竹田　良平

滝本　拓之 藤川　龍介

直前理事長　

原田　啓行

吉井　崇行

出　向　理　事

川越　勇輔

理　事　長

平川　智己

岸本　篤人

吉井　崇行

濵田　眞輔

村田　泰志

山形兼一郎

安倍　則行

出田　裕重

笹津　寛照横山奈津紀

久米　基支

廣田　欣也

三原　聡

吉田　光佑

池尻　明人

川越　勇輔

高見　恵文

土井　孝浩

河野　崇志

後藤　宏暢

大漁　みさ

萩本　雅彦 小川　優一

丸尾　幸大

新家　春輝

柴田　大介

法月　正義伊山　真司

松井　孝明
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１２．年間スケジュール 
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１３．日本 JC近畿地区兵庫ブロック協議会組織図 

 
 

・財務審査会議の管理・運営・実施に関する業務

・コンプライアンス審査会議の管理・運営・実施に関する業務

・財務業務に関する情報交換及び調査・研究に関する業務

・ＬＯＭ役員懇談会の実施に関する業務

・近畿地区協議会との連携

・監査担当役員との連携

・各会議・委員会との連携

・会長諮問に関する答申業務

・国民参加型による憲法事業による意識喚起に関する業務

・兵庫県知事との懇談会の開催

・本会の事業・運動の推進に関する業務

・会頭・理事長座談会に関する業務

・各会議・委員会との連携

・会長諮問に関する答申業務

・青少年事業の事例発表及び検証に関する業務

・多くの人が実働できる防災ネットワークの拡充・強化に関する業務

・ＪＣカップ　Ｕ－１１少年少女サッカー全国大会の予選大会の実施に関する業務

・各会議・委員会との連携

・会長諮問に対する答申業務

・ブロックアカデミー事業の実施に関する業務

・本会と連携した会員拡大の実施に関する業務

・各種研修プログラムに関する情報交換及び調査・研究

・アカデミー事業開催に関するＬＯＭ支援に関する業務

・各会議・委員会との連携

・会長諮問に関する答申業務

・兵庫ブロック内各地会員会議所各種情報の迅速な発信

・ブロックホームページの管理・運営

・褒賞に関する窓口業務

・マスメディアとの連携に関する業務

・ＪＣ運動の県民に対する周知に関する業務

・各種会議・大会におけるナイト・ブース設営の検討・運営に関する業務

・各会議・委員会との連携

・会長諮問に関する答申業務

・第４８回ブロック大会加古川大会の開催に関する業務

・大会参加への推進及び登録の管理に関する業務

・第４９回ブロック大会に関する業務

・２０１７年開催地決定に関する業務

・各会議・委員会との連携

・会長諮問に関する答申業務

五 藤 健 太 郎 （ 尼 崎 ）

事

務

局

次

長

南

洋

一

郎

（
尼

崎

）

渡

邊

一

馬

（
尼

崎

）

後 藤 康 仁 （ 尼 崎 ）

長 原 一 晃 （ 尼 崎 ）

事

務

局

長

吉

田

　

史

(

尼

崎

)

書記団

岩 﨑 剛 （ 尼 崎 ）

大 谷 勘 介 （ 尼 崎 ）

書記長 兼 重 清 香 （ 尼 崎 ）

呉 山 健 輔 ( 尼 崎 ) 倉 藤 秀 幸 （ 尼 崎 ）

財

政

局

長

野

村

昌

宏

(

尼

崎

)

財務規則審査会議

多 田 佳 史 （ 神 戸 ）

財

政

局

次

長

森

井

敬

介

（
尼

崎

）

運

営

専

務

泉

原

久

人

(

尼

崎

)

西 村 太 志 （ 尼 崎 ）

野 村 洋 平 （ 尼 崎 ）

門 口 雅 彦 （ 相 生 ）

藤 川 龍 介 （ 淡 路 ）

深 田 洋 平 （ 篠 山 ）

深 谷 正 法 （ 三 田 ）

藤 岡 悟 （ 龍 野 ）

足 立 宗 隆 （ 丹 波 ）

日本ＪＣ連携推進会議

夏 山 政 彦 （ 明 石 ）

担当LOM

顧　問 神戸

千 住 啓 介 （ 明 石 ）

直

前

会

長

松

田

幸

治

(

神

戸

)

担当LOM

尼崎

副

会

長

德

田

周

士

（
神

戸

）

兵庫未来創造委員会

目 木 知 明 （ 赤 穂 ）

担当LOM

明石

淡路

監査担当役員 小野加東

会

員

会

議

所

役

員

会

会

長

宮

﨑

健

一

(

尼

崎

)

副

会

長

新

免

久

利

(

加

古

川

)

八 藤 宏 海 （ 芦 屋 ） 加古川

植 村 一 仁 （ 神 戸 ）

副

会

長

神

澤

正

太

郎

（
姫

路

）

高砂

浜 田 賢 太 郎 （ 高 砂 ） 西脇

田 中 利 明 （ 豊 岡 ） 三木

ＪＣ運動発信委員会

森 田 孝 明 （ 加 古 川 ）

担当LOM

香住

兵庫アカデミー委員会

奥 大 輔 （ 西 宮 ）

担当LOM

相生

赤穂

龍野

豊岡

県内２５会員会議所　理事長 南但

相生 淮田　将康 三田 山本　健二

姫路

副

会

長

山

本

晃

弘

（
南

但

）

美方

明石 安福　元則 高砂 吉屋　章

副

会

長

秋

山

洋

煥

（
川

西

）

赤穂 中村　友法 宝塚 横谷　太一

加古川 大野　恭平 西脇 笹倉　照暉

ブロック大会運営委員会

淡路 平川　智己 豊岡 吉尾　甲介 上 田 真 之 介 （ 香 住 ）

芦屋 中村　新之輔 龍野 松本　靖吾

尼崎 富永　和慶 丹波 松浪　裕之

伊丹

伊丹 杉　一 南但 石田　隆利

小野加東 大西　雅文 西宮 松本　陽介

篠山

丹波

芦屋

西宮

神戸 吉森　直紀 三木 三宅　真紀子 宝塚

篠山 石田　浩一

香住 中村　琢弥 姫路 福岡　弘祟 川西

川西 福元　達也 美方 森田　亮 三田

担当LOM




